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平成22年第４回太子町議会定例会（第427回町議会）会議録（第２日） 

平成22年８月30日 

午 前 10 時 開議 
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１ 一般質問 

                本日の会議に付した事件 

１ 一般質問 
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 １３番   村 田 興 亞        １４番   桜 井 公 晴 

 １５番   中 井 政 喜        １６番   佐 野 芳 彦 

会議に欠席した議員 

 １２番   上 田 富 夫 

会議に出席した事務局職員 

 局     長  上 田 眞 也     書     記  木 村 和 義 

 書     記  森 本 麻 友 

説明のため出席した者の職氏名 

 町     長  首 藤 正 弘     副  町  長  八 幡 儀 則 

 教  育  長  寺 田 寛 文     総 務 部 長  村 瀬   学 

 生活福祉部長  丸 尾   満     経済建設部長  山 本 武 志 

 教 育 次 長  西 村 隆 志     財 政 課 長  香 田 大 然 

        ━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━        

   （開議 午前９時59分） 

○議長（佐野芳彦） 平成22年第４回太子町

議会定例会第２日目におそろいでご出席いた

だきありがとうございます。 

 ただいまの出席議員は13名です。定足数に

達していますので、ただいまから平成22年第

４回太子町議会定例会を再開します。 

 これから本日の会議を開きます。 

 本日の議事日程は、お手元に配りましたと

おりです。 

 これから日程に入ります。 

  ～～～～～～～～～～～～～～～ 

  日程第１ 一般質問 

○議長（佐野芳彦） 日程第１、一般質問を

行います。 

 質問されます議員諸君に申し上げます。 

 質問は一問一答方式で行います。質問、答

弁が終わるまで一般質問席でお願いします。 

 なお、念のため申し添えますが、質問、答

弁は簡潔明快にお願いします。 

 さらに、今期定例会では時間制により質問

を行うこととなっておりますので、よろしく

お願いをいたします。 

 それでは、順番に発言を許します。 

 まず、清原良典議員。 

○清原良典議員 皆さんおはようございま

す。２番清原良典、通告に従い、一般質問を

行います。 

 しかし、暑いですね。猛暑連続14日、きょ

うでたしか15日ですね。新記録だそうです

が、気象庁の３カ月予報によりますと10月の

末まで残暑厳しいとかで、うんざりといたし
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ます。 

 このような厳しい記録的な猛暑の中でも、

豊岡のコウノトリのひなが巣立ったという喜

ばしいニュースもあり、また24時間テレビ愛

は地球を救うでは、はるな愛さんが85キロを

男らしく完走されました。38歳ということで

すが、同年代の女性看護師がこの番組で病と

闘いながら職務に励み、そして厳しい過酷な

闘病生活の果てに天に召されていったドキュ

メンタリーを拝見しましたが、彼女の命を奪

ったのはがんです。 

 先週の本会議の冒頭に、議長から上田富夫

議員の10月22日までの議会欠席の旨を聞いた

わけですが、腹痛でもなく頭痛でもなく、こ

の女性看護師と同様、言うまでもないことで

すが、口では偉そうに言っても確かにつらい

と思います。それを情けないことに、がん患

者のくせに口うるさいとか、がんで死にかけ

とるくせにやかましい、静かにしとけばええ

のにとか言う者がおります。たとえ嫌いであ

っても、口に出すことではない。特に、病に

むしばまれている方々にとっては卑劣きわま

りない言動であり、全くもって人間失格であ

り、常識を疑います。 

 本題に入ります。 

 まず、地域の安心・安全に関する件をお尋

ねします。 

 たつの警察署管内におきましても、太子町

は大変犯罪が多いと従来から言われてきてお

ります。確かに犯罪も多種多様ですが、我が

家の近辺におきましても、痴漢、忍び込み、

のぞき等々、数多く発生してきた経緯があり

ます。幾度となく斑鳩交番所にも出向き、痴

漢の状況を伝えはしたこともありましたが、

やはり当事者本人の申し出が必要であると、

勇気を持って申し出てくださいとのことです

が、私たちとしましても自治会活動の一環と

して回覧での報告、周知程度が精いっぱいと

いうのが現状です。 

 太子町でのもろもろの犯罪が起きている現

状を警察当局からどの程度行政としては提供

を受け、その情報の公開を町民に対し、どの

ように対処しているのかを伺います。 

○議長（佐野芳彦） 生活福祉部長。 

○生活福祉部長（丸尾 満） お答えをいた

します。 

 平成22年、この１月からですが、兵庫県警

のほうから地域安全まちづくりモデル地区の

指定を受けました。各種団体の皆様の参加を

いただきまして、１月27日に住民大会を開催

いたしました。住民一人一人が気をつけるこ

とによりまして、犯罪を少しでも防げるとい

ったことを確認したところでございます。 

 犯罪抑止の活動といたしまして、お尋ねの

情報の提供の関係ですが、毎月たつの警察の

ほうから犯罪発生状況の資料の提供を受けて

おります。この資料をもとに、自治会ごとの

各戸回覧によりまして、最近の犯罪の種類別

発生件数、発生場所、被害の特徴等の状況を

お知らせをいたしますとともに、被害に遭わ

ないための予防法等の啓発に努めておるとこ

ろでございます。 

 もう既に毎月１回は回覧で回っておるとい

うふうに思いますが、特にモデル地区の重点

犯罪といたしまして、車上ねらい、自転車盗

を上げております。そのほか、そういった街

頭犯罪的な犯罪の件数並びに地図に落とし込

んだ発生場所を皆さんにお知らせをしておる

というところでございます。 

 自転車なんかの盗難といいますのは、非常

に件数も多うございまして、ひとつ自転車の

かぎかけをしていただくことによりまして、

犯罪件数の発生件数というのは非常に抑えら

れるというようなこともございますので、こ

のモデル地区の取り組みというのは非常に今

のところは予定どおりといいますか、に運ん

でおるというところでございます。 

 以上です。 

○議長（佐野芳彦） 教育次長。 

○教育次長（西村隆志） 教育委員会サイド

の取り組みでございますけれども、教育委員

会におきましては、揖龍少年育成センターよ

り揖龍管内、たつの市、太子町という形に状

況が入ってまいります。変質者または不審者
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等の状況について、情報が入ってまいりま

す。その中で、太子町管内におきまして発生

した場合の情報は、確実にまたは正確に各学

校園に通知をさせていただきながら、情報の

共有化を図り、相互の連絡をしながら対応し

ているところでございます。 

 また、教育委員会としましても、兵庫県警

の防犯ネットという形に登録させていただき

ながら、この管内の情報を得ているところで

ございます。 

 ちなみに、８月の揖龍センターからの情報

でございますけれども、２件が情報として入

ってきたところでございます。その中で、内

容等につきましては、学校園に十分連絡し、

先ほど言いましたように、情報の共有化を図

りながら児童・園児、児童・生徒の安全に努

めているところでございます。 

 以上でございます。 

○議長（佐野芳彦） 清原良典議員。 

○清原良典議員 まさか教育委員会から答弁

が来ると思わなんだんで、ちょっと段取りが

狂いました。 

 同じ答弁になっても結構なんで、一時期

小・中学生に対して暴行事件が発生し、我々

も緊急に防犯グッズ、例えば防犯の腕章、チ

ョッキ等の購入に慌てた時期もあって、また

自治会単位で子供を守ろうという合い言葉

で、下校時には曲がり角付近には立ち当番を

行い目を光らせてきた時期もありましたけ

ど、以後犯人が逮捕され、防犯活動への協力

姿勢も下火になってきた感があります。 

 先ほど丸尾部長のほうから申されましたモ

デル地区の地域安全ニュースとして、諸犯罪

の犯罪件数が回覧されるようになっておりま

すが、それを見ますと車上ねらい、自転車盗

難、自動車盗難、オートバイ盗難、部品ねら

い、器物損壊と物品に関しての犯罪がほとん

どであり、最後に忍び込みが記載はされては

おりますが、それ以外の犯罪は町内で起きて

いないのか。少年の非行防止のためにも、こ

れ以外の犯罪の記載も必要ではないでしょう

か。例えば、万引き、窃盗、薬物に関する犯

罪、未成年の喫煙等々、少年非行の防止にか

かわる事項も広く住民に知らせるべきと思い

ます。 

 重点犯罪として、先ほど言われましたよう

に自転車の盗みが突出しているわけですけど

も、この重点犯罪に対し、行政としてはどう

対処されておりますか。 

 子供たちが非常に楽しみにしていました夏

休みも明日で終わりです。非常に非行に走り

やすい、気の緩みが多いこの40日余りを非行

防止の観点から行政当局はどのように対処さ

れてきたのかを伺います。 

○議長（佐野芳彦） 生活福祉部長。 

○生活福祉部長（丸尾 満） まず、１点目

でございますが、これ以外の犯罪の発生状況

でございますが、確かにここに回覧をしてお

る以外にも発生をいたしておりまして、中に

はひったくりといった、ひとつ間違えば大け

がというような事案も発生をいたしておりま

す。 

 ただ、ここで地域安全まちづくりの重点的

な取り組みといいますのは、街頭犯罪的な部

分、日常生活に密着をした住民一人一人の方

が取り組んでいただければ、非常に治安の回

復感といいますか、が非常に大きいといった

もんを取り上げて実施をしております。 

 そういった今清原議員が言われました類似

の発生状況についての回覧というものにつき

ましては、今のところはこの紙面の関係上も

ございまして考えてはいないんですが、ご意

見もちょうだいいたしましたので、担当課の

ほうともう一遍話をしてみたいというふうに

思います。 

 それから、その取り組みでございますが、

やはり自転車のかぎかけというのはやってい

ただくということでございますから、それを

住民の皆さんに、ちょっとしたことですがし

ていただくということへの呼びかけといいま

すか、啓発といいますか、そういった機会を

とらまえてそういうグッズの配布もいたしま

したんですが、そういう啓発が中心になって

こようかというふうに思います。 
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 また、青少年への対応でございますが、従

来から私どものほうの生活福祉部では防犯推

進委員の皆さん、地域の安全を守る会の皆さ

んがそれぞれ青少年の部等を設けられており

まして、パトロール等々でこれまでと同様に

活動していただいておるという状況でござい

ます。 

 以上です。 

○議長（佐野芳彦） 教育次長。 

○教育次長（西村隆志） 子供の安全という

形の中で、議員さんの指摘もありましたよう

に矢田部、また糸井のほうでそういう傷害事

件がございました。その中で、関係機関の連

携によりまして事件も解決したんですけれど

も、あとその状況を踏まえて、やっぱり地域

の最大限の協力を得ながら地域の見守り隊と

いう形で、学校園の下校時につきましては、

協力を得ながら子供たちの安全を図っている

ところでございます。 

 その中で、本当に毎日のことでございます

ので、本当に地域の協力体制、学校への支援

も必要なんですけども、そういうことを十分

対応しながら協力を得て、子供たちの安全に

努めてまいりたいと考えておるところでござ

います。 

○議長（佐野芳彦） 清原良典議員。 

○清原良典議員 これからも子供たちの非行

防止、犯罪防止に警察当局ともに活動をして

いただく要望をしときますが、先日近所のお

っちゃんが私の顔を見るなり、警察の対応に

大変ご立腹をされておりました。 

 早い話が自転車泥棒に間違えられたらし

く、私物の自転車であるのに、この自転車盗

まれたやつにそっくりやと事細かに聞かれた

らしく、それも１年のうちに２回も。私もご

つ苦しい顔しとるけど、そのおっちゃんも結

構な顔しとんやけどもね。おっちゃんも、ち

ょっと蛍光灯で、後に県警に苦情の電話も入

れたらしいんですけども、名前もわからず、

逆にたしなめられたような格好になったよう

ですが、あのつばを飛ばしてまでの剣幕で言

われた話は実話であると思います。当然、警

察官にもいろんな方がいると思いますけど

も、この話を聞いてどのように思われます

か、お尋ねします。 

○議長（佐野芳彦） 生活福祉部長。 

○生活福祉部長（丸尾 満） 予期しないご

質問を今受けとんですが、どう思われますか

ということでございますけれども、やはり犯

罪の捜査の中での出来事かなというふうに聞

かせていただきました。 

 警察のほうはそれなりの情報をもとに言わ

れたんでしょうが、やはりそこら辺のかけ合

いというんですかね、それにつきましては私

が申し上げる立場ではないんですけれど、や

はりご立腹をされておるということでありま

したら、やはり合点のいかないやりとりがあ

ったんかなというふうに思っております。 

 以上です。 

○議長（佐野芳彦） 清原良典議員。 

○清原良典議員 この件につきましては、つ

ばを飛ばされ20分ほど話を聞かされた私が最

大の被害者であって、制服を着ておったとい

うことですので、まずたつの警察署員である

ことには違いないと思います。 

 また、このような話があったということ

を、機会があればお伝えを願います。 

 次に……。 

○議長（佐野芳彦） 清原議員、ちょっとち

ょっと。 

 暫時休憩します。 

（休憩 午前10時18分） 

（再開 午前10時19分） 

○議長（佐野芳彦） 引き続き会議を開きま

す。 

 清原良典議員。 

○清原良典議員 それでは、次に行きます。 

 公共工事の入札参加資格について伺いま

す。 

 太子町が合併を白紙にし、単独路線を選択

し、財政厳しい中を歩んでいる中、当然建設

工事も激減しておる事実は否めません。 

 そのような中で、近年で議会案件となる事

業はまれであり、数年前より事業開始が行わ



－55－ 

れている揖保線道路改良工事においては、町

内の建設業者さんを初め、業者にとっては何

かと獲得したいと望むものは当然のことで

す。 

 昨年、平成21年度の同工事におきまして

は、入札参加資格の要件の中に登録所在地の

指定として、太子町、姫路市網干区、勝原

区、余部区内に本店または支店を有する者

で、土木一式工事の総合評定値が830点以上

となる者、いわゆる以前より虚偽の関係で問

題視されておりました経営事項審査で830点

ということです。 

 この極めて前例のない地区指定は、それ以

前とは全く違った方法でなされ驚いた部分も

ありましたが、今年実施される同一路線の工

事では昨年の資格要件であった勝原区、余部

区が外され、たつの市内という地区指定と変

わり、登録所在地要件が太子町、姫路市網干

区、そしてたつの市内に本店、支店を有し、

経営審査事項の総合評定値が770点以上の者

とうたわれております。 

 なぜ、このように同一路線の工事であるに

もかかわらず、このように参加資格要件が違

うのかお伺いをいたします。 

○議長（佐野芳彦） 総務部長。 

○総務部長（村瀬 学） 揖保線道路改良工

事の入札参加資格についてのご質問でありま

すが、今議員がご質問の中で申されましたこ

とを繰り返しいたしますけども、平成21年度

の参加資格は、太子町、姫路市網干区、勝原

区、余部区の本支店で、特定建設業830点以

上でありました。22年度の参加資格は、太子

町、姫路市網干区、そしてたつの市の本支店

で特定建設業770点以上でございます。 

 同じ路線であるから同一の参加要件という

縛りは置いておりません。変えていける部分

があれば変更する方法もございます。隣接地

域の範囲の見直し等を少しずつしながら特定

建設業者の適正な数の確保を行い、新しい見

方の中で範囲を決めた、そして要件としたと

いうことでございます。 

 以上です。 

○議長（佐野芳彦） 清原良典議員。 

○清原良典議員 今、最後に新しい見方をし

たと言われたのが、もう一つようわからんの

ですけども、今回のこの２つの工事は林田川

に近くなって、川を挟んで西側はたつの市、

しかし南はそれこそ余部です。たつの市を入

れた理由がよくわからないんですけども、先

日23日に入札が執行され、太子町内の業者が

昨年に引き続いて落札された実態を把握し、

やはり私としては町内業者が落札した事実が

よかったと安堵はしております。 

 しかし、なぜ年度によって地区指定を変え

ねばならんのか、私個人としては納得はいき

ません。 

 うわさ話をもとに話すつもりなど到底あり

ませんけども、実話としてたつの市の建設業

者の経営者の一人が昨年度の業者の地区指定

に文句を言ってこられたと。まず、前経済建

設部長並びに副町長、それにより今回たつの

市の業者を入れたのではないか。陳情として

受け入れ、それに答える形ならまだしも、相

当強烈な言い回しと聞いております。給食セ

ンターの問題も発覚しておったし、かなりき

つい苦情を言われたと聞いておりますが、そ

れに屈して便宜を図ったのではないかと危惧

するのですが、いかがですか。 

○議長（佐野芳彦） 総務部長。 

○総務部長（村瀬 学） 同じ路線でありま

すから同じ範囲、また少し変える。どちらが

正解ということはないと思いますが、今後も

そのときどういう方法が一番いいのかを考え

ながら行っていきたいと考えております。 

 また、参加するかしないかは、事業者が申

請されることであります。21年度におきまし

ては、13社中９社の参加、22年度におきまし

ては、12社中９社の参加ということになって

います。 

○議長（佐野芳彦） 清原良典議員。 

○清原良典議員 このような答弁されたら追

及も難しいんですけども、我々にしましては

何か決まり事がある中での指名が行われてい

るんじゃないかと想像はしとったんですけど
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も、今のやり方を聞いてもすべて行政当局の

腹一つですね。 

 私が、昔建設業をやってたときなんかは、

それはきつかったですよね。違法な業者の集

まりで、非常に嫌なことが頭をよぎるんです

けども、特に心配いたしますのは、全国で今

なお発覚をしておる官製談合を危惧するもの

でもあります。便宜を払い過ぎるとそのよう

な心配もするわけで、私の望むところ、単独

路線をとっている以上、町内の業者さんにも

っともっと便宜を図ってやっていただきた

い。町内業者育成の観点からいっても、何ら

おかしいことはないと思います。また、逆に

一般競争入札をするんであれば、変な疑惑を

持たれないように兵庫県が行っているよう

に、堂々と幅広く行えばよいと思います。 

 しかし、ただ一点、太子町の業者さんは隣

接の市町からのお呼びはかからないという実

態は肝に銘じておいていただきたいと思いま

す。その辺のことに関してお答えを願いま

す。 

○議長（佐野芳彦） 副町長。 

○副町長（八幡儀則） 先ほど、総務部長が

答弁したとおりでございますが、私のほうか

らまた補足的に申し上げますと、特定建設業

をお持ちの太子町内の業者さんは数が少ない

ということ。制限つきの一般競争入札という

のは、ある程度範囲については、これは私ど

もどれぐらいの数がいいかということで、先

ほど総務部長のほうから申し上げましたが、

13社、12社、そのうち希望は９社だったんで

すが、そういう特定建設業の、この金額が大

きなればご案内のように特定建設業の絡みで

の下請ということが考えられるということ

で、やはり金額が大きいものであれば特定建

設業の適正な数を確保するというのが一時的

には出てくるような、私は思っております。 

 そういう意味で、範囲については先ほども

総務部長が言いました同一範囲、あるいは変

えていくということも、これは手法としては

妥当ではないかというふうに思ってます。同

一路線だから、そこできっちり縛ってしまう

というのも、これも同じ13社なり、13社の中

でずっと続いていくというのも、それもいか

がかなというふうにも思いますので、私ども

はそういう意味で同一路線だから同じ範囲、

あるいは少し変えていくという、どちらが正

解ということは、私はっきり申し上げられま

せんが、太子町としては21年度と22年度につ

いては若干変えて執行させていただいたとい

うことでございます。 

 以上でございます。 

○議長（佐野芳彦） 清原良典議員。 

○清原良典議員 最後に申し伝えておきます

が、営業に来てるかどうか知るところではあ

りませんけども、いわゆる土建屋のおっさ

ん、この建設業者が打ち合わせでもないのに

大きな顔をして大きな態度で庁舎内をうろつ

くのは、私はよくないと思います。これは人

目にもつくし、きっちりとしたペナルティー

も頭に置くべきではないかと思います。 

 それから、我々議員にも用もないのにうろ

うろ職員に話しかけたりする者がおれば、厳

しく注意をし、その旨議長にも通告をしてい

ただきたい。総務部長、いかがですか。 

○議長（佐野芳彦） 総務部長。 

○総務部長（村瀬 学） ご指摘の２点につ

きましては、今後におきましては慎重な対応

を行っていきたいというふうに考えておりま

す。 

○議長（佐野芳彦） 清原良典議員。 

○清原良典議員 その程度にしときましょ

か。 

 嘱託職員の採用について伺います。 

 嘱託職員の採用といえば、広く「広報たい

し」等で募集を募るのがごく当たり前です。

時には臨時で急を要するときも、「広報たい

し」で募集しているのを私も目にします。 

 最近では、給食共同調理センターの事務補

助員１名の嘱託職員の募集を目にしておりま

す。たしかこれは育児休暇職員の代替であっ

たと記憶いたしますが、多くの嘱託職員の中

で、非常に町民と接する場の多いのは中央公

民館を初め、４地区の公民館です。中央公民



－57－ 

館は現職の職員がされており、対応も職員で

あるゆえ、しっかりこなされておると聞いて

おります。 

 ４地区の館長さんにおかれましては、従来

行政経験者、いわゆる太子町行政の経験者の

方々が主に採用されてきたと私は認識してお

りますが、近年におきましては民間の企業退

職者からの採用が見受けられます。たとえ民

間で管理職をされてきたかは存じませんが、

それで行政の仕事ができると考えて採用され

たのか。「広報たいし」においての募集もさ

れず、具体的にどのような採用条件をもとに

人選をされているのかを伺います。 

○議長（佐野芳彦） 教育次長。 

○教育次長（西村隆志） 地区公民館の館長

さんの採用についてのご質問でございます。 

 その中で、十分ご存じかと思いますけど

も、地区公民館につきましては各地域での実

際の生活に即した教育、または芸術、文化に

関する各事業を行ってるところでございま

す。その中で、地域住民の教養の向上とか、

また健康の増進とか、生活文化の振興という

形で取り組み、または社会福祉の増進、また

は社会教育の推進という大きな重要な役目を

なしている施設でございます。 

 その中で、幅広い人材を活用していくとい

うのが流れかなと思います。その中で、今ま

でにおきましては退職予定者の行政経験者を

任命しておりました。その中で、５年前には

地域のすぐれた人材の活用も図るべきである

という形の動きの中で、民間活力の導入を図

ってきたところでございます。その中で、先

ほど言います民間企業経験者をより社会づく

りにふさわしい人材を人選させていただい

て、今回採用していった経緯がございます。

その中で、平成17年度には太田公民館、そし

て18年度には斑鳩公民館、そして19年度には

石海公民館に民間企業を経験された方を採用

した流れがございます。その中で、そういう

民間経験を生かしながら社会教育の推進にき

たところでございます。 

 その中で、ご存じかと思いますけれども、

今の現実におきまして行政との連携を考慮し

ながら、また21年度には太田公民館、今年度

からは斑鳩公民館には行政経験者を採用した

流れがございます。 

 先ほど言いましたように、公民館という大

きな社会教育施設の中で、本当に社会教育の

推進という形で重要な施設でございますの

で、その辺も十分加味しながら今後採用して

まいりたいと考えているところでございま

す。 

 以上です。 

○議長（佐野芳彦） 清原良典議員。 

○清原良典議員 ようわからん。 

 どうもさっきの公共工事の参加資格と同様

に何か決まったことがありそうで、決まった

もんがないような感じですね。 

 今も行政職経験者以外の方、民間からの起

用の方がおられますけども、この方の評判は

よいと聞いております。一昨年にやめられた

方は、契約内であるにもかかわらず辞職をさ

せられたと聞いております。町民から相当苦

情が入っていたと聞いておりますが、その旨

は当然ご理解をした上での辞職やったのか。

また、昨年やめられた方にも、これまた投書

が教育委員会に届いて、またこれも今の世の

中に珍しく手書きの投書であったと本人が言

っていたから間違いないでしょうけども、こ

れにも議員のだれかがかかわっていったとい

うような話も出ておりますが、私も実はこの

件で巻き込まれる羽目に至ったもので特に頭

に残っておりますが、このような事実があっ

たことを当然把握をされて交代という実態に

なったのか、そして民間を採用して今日反省

すべき点があるのか、その辺をお尋ねをいた

します。 

○議長（佐野芳彦） 教育次長。 

○教育次長（西村隆志） 先ほど言いました

ように、３公民館には民間の経験者を採用さ

せていただきました。その中で、いろんな評

判もあったかと思いますけども、採用につき

ましては一年一年の契約でございます。そう

いう動きの中で引き続きとか、またそこで契
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約が切れるという形になりますので、そうい

う動きの中につきましては、先ほど議員さん

も言われましたように、評判も加味される部

分はあろうかと思います。その中で、冒頭に

言いましたように、社会教育施設の大きな需

要は地域住民と一緒になって活動していく拠

点でございますので、そういう加味した人材

を今後も引き続き採用してまいりたいという

ところでございます。 

 以上です。 

○議長（佐野芳彦） 清原良典議員。 

○清原良典議員 そのようなお答えですの

で、大した決まり事がないのであれば、今後

広く募集されたらいいんじゃないかと思うん

ですけどね。特に「広報たいし」とか、平等

に扱って募集をされていかれたらいいんじゃ

ないかと要望をしておきます。 

 続きまして、私の持ちネタの犬のふんイエ

ローカードについて伺います。 

 本年、平成22年に入り１月より試行を行っ

てきて、４月より新たな取り組みといいます

か、実行に移されてきておりますが、現在の

時点での評価、また町内70からの自治会の取

り組み実態、この猛暑の中でもイエローカー

ド作戦に取り組んでおられるのか、今後また

どうされようとしているのか伺います。 

 また、ある自治会では、このような看板を

立てておられます。これですね。マナーを守

って楽しい散歩、散歩中の犬のふんは後始末

をしよう、違反すれば3,000円徴収します、

違反者を発見した方は通報してください。自

治会名は伏せておきます。 

 今の町が行っているイエローカード作戦を

無視しておるのか、この現状を行政としてど

うとらえ、考えられるのか伺います。 

○議長（佐野芳彦） 生活福祉部長。 

○生活福祉部長（丸尾 満） まず、前段の

部分でございますが、この平成22年１月から

７つの自治会におきまして試行を３カ月間実

施をしていただきました。 

 その結果、すべての自治会で実施する前よ

り減ったという試行結果をいただいておりま

して、このイエローカード作戦による効果も

実証されたというふうに私は思っておりま

す。 

 特にある地域では、もうこの試行期間の取

り組みで、その地域からふんがなくなったと

いうようなことで、もう新たに新年度からは

取り組む必要もなくなりましたというところ

も１カ所ございます。新年度に入りましてか

ら、この７自治会の試行等の結果や取り組み

の方法等を説明をさせていただきまして、ほ

かの自治会の方々にも賛同といいますか、こ

の取り組みについて協力依頼をしたわけです

が、その結果、今年度に入りまして12の自治

会が取り組みをしていただいております。 

 地道な活動で大変だと思います。しかし、

住民のモラルの向上に自治会の皆さんの協力

なしではこの問題、解決が図れないといった

ようなこととかございますので、今後とも地

道といいますか、着々とといいますか、この

お願いをしながら取り組みたいというふうに

思っております。 

 後段の部分でございますけれども、

3,000円何かの件ですが、今清原議員のほう

から今回の質問を初めて受けて知ったという

ような状況で、その状況についての把握はこ

れまでもできてません。 

 どういうことですかというお尋ねでござい

ますが、これは私のほうからは何とも申し上

げようがないんですが、通常私が思いますの

が、よく田植え時期前に溝掃除なんかで出て

こられない方についてはというようなところ

もあるやに聞いておりまして、それの類似的

な警告的な文書なのかなという印象を今受け

ております。 

 ただ、法的な背景といいますのが、この犬

のふんに関しましては県条例に規定をされて

おりますところの罰金といったところが法的

な背景というところで、私はとらまえており

ます。 

 以上です。 

○議長（佐野芳彦） 清原良典議員。 

○清原良典議員 実は、私の自治会でも試行
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には協力させていただいて、月に３度、３カ

月間取り組んできました。 

 私を含め、３人で取り組んだわけですけど

も、太子山公園付近から龍野線の東西の両歩

道、それはすごかったです。たしか町内ナン

バーワンやったと思います。最初は、３回で

110カ所を超す数字だったと記憶をしており

ます。 

 本当に以前にも言いましたように、くそま

みれでした。それが、２月を経て３月末には

10カ所ぐらいが３回、それでも30カ所やね。

自治会としては激減をさせたわけですけど

も、他の自治会に比べたら大変多い数字で

す。あの龍野線には、私の口から言うのもお

かしいんですけども、セブン－イレブンとい

ういいコンビニがありまして、その正面の植

樹帯にお菓子の空き袋が捨てられておった

り、それこそアイスクリームの棒が捨てられ

たりで、我が家の犬もそこでにおいに誘われ

て、結局そこで催すんですね。それがまた、

自分のマーキング箇所として同じような場所

で催すわけです。 

 ７月以降、私も父親の不幸もありまして散

歩が遠のいて、犬もストレスでぶくぶく太

り、飼い主も飲み過ぎでぶくぶく太り、散歩

しようかと最近思い直してくればこの猛暑で

足が遠のいて、朝も７時前になれば日差しが

きつく、そうなれば早朝６時ぐらいしかでき

ない状態です。 

 先日も、東本町の子供会が中心となって自

治会内の清掃を行ってくれたんですけども、

私は犬のふんを中心に１人で６時くらいから

拾って回りました。70カ所ぐらいありまし

た。 

 ある奥さんが、あの黄色いカードを立て

な、また犬のうんこがすっごい増えてると言

われました。私は、一緒にやりましょかと言

ったら、黙って背を向けられたんですけど

も、近々また協力者とともに実践しようと思

っておりますけども、この件、「広報たい

し」を初め、啓発、啓蒙に努力していくべき

ですけども、犬を飼われているおうちにふん

を入れる袋を一度配布してはいかがですかと

思うんですけどね。 

 実は、私の家ではこういうもんを利用しと

んですけども、安いもんです。これで大体十

分間に合うんですけどね。我々もボランティ

アで努力しておるんですから、一度このよう

なふんを入れる袋の配布の検討をお願いした

いんですが、部長いかがですか。 

○議長（佐野芳彦） 生活福祉部長。 

○生活福祉部長（丸尾 満） かねてよりふ

んの取り方といったようなことで、町報等で

ご紹介をさせていただいております。 

 その中にも、こういった袋でつかむという

ような図示をしておったんですが、今清原議

員のほうから一遍配布を考えたらどうかとい

うことでございます。一度担当課と相談をし

てみたいというふうに思います。 

○議長（佐野芳彦） 清原良典議員。 

○清原良典議員 よろしくお願いをしておき

ます。 

 続きまして、高齢者の所在不明問題につい

て伺います。 

 偽装問題がある時期ニュースの一面を占

め、以後芸能人の薬物事件、口蹄疫問題が解

決しそうになれば類を見ない円高問題。その

中で、ニュースの題材として日々問題になっ

ていますのは行方不明高齢者問題。発端とな

った家の方も、たしか昨日ですか、逮捕され

たと理解しております。 

 これは言うまでもなく、生存もしていない

方に年金が支払われていたわけで、いわゆる

年金の不正受給であります。年金や公的な手

当てを死者にまで払う義理もあるはずもな

く、大きな弊害となっている個人情報の建前

をどのようにして外して真偽を確かめるの

か。これは、それぞれの地域の行政の責任と

してしなければいけないと私は思います。 

 隣接地域の情報は、マスコミを通して伝わ

ってきます。例えば、たつの市においても

140歳以上の方が戸籍上生存され、姫路市に

おいても天保11年生まれの170歳の方が１人

おられ、120歳以上が905人もいると報道され
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ておりました。 

 他市町はどうであれ、きょう現在、太子町

内において100歳以上の所在確認はできてい

るのか。また、段階ごとに90歳、80歳、70歳

と各年齢層において、すべての所在確認はで

きているのか、居住実体のない高齢者はいる

のか伺います。 

○議長（佐野芳彦） 生活福祉部長。 

○生活福祉部長（丸尾 満） 100歳以上の

方の確認のお尋ねが前段でございました。 

 本町におきましては、100歳以上の方８名

おられますが、これらの方につきましては、

ちょうど本町には太子町百歳以上祝金支給条

例がございます。その条例に基づき、町長か

らお祝い金をご本人に直接お渡しをしていた

だいておりまして、すべて所在確認ができて

おります。 

 それから、今100歳未満の80代、90代のご

質問でございますが、これについてはすべて

直接お会いしたというあれはできておりませ

んけれども、特に本町では77歳以上の高齢者

全員の方に長寿祝い金をお渡しをする制度が

ございまして、今回の事案といいますか、こ

れには非常に有効といいますか、逆に有効な

制度となったわけですが、ちなみに昨年もこ

の77歳以上の方、すべて訪問させていただい

て、ただ今で言います本人と直接お会いがで

きていないケースもございます。少なくとも

ご家族の方とお会いができて、直接受領印を

ちょうだいをいたしておりました。 

 昨年、平成21年度では、３軒の方が受領印

がいただけなかったということでございま

す。そのうちの２軒につきましては、この平

成21年度末に職権消除をいたしております。

残り１名の方については辞退をされたという

内容となっております。 

 それで、今回こういった想定外の事件を契

機として所在確認問題が出ておりまして、本

町でもこの77歳以上のお祝い金事業をこの９

月に行うわけですが、さらに本人と面会ので

きる取り組みといいますか、をお願いをし

て、どうしても地域を回っていただく方が確

認ができない場合につきましては、職員がそ

のご本人と面会にたどり着くという方法を今

検討といいますか、その実施に向けて、今細

部詰めているところでございます。 

 一方で、介護保険のほうで地域包括センタ

ーの中で、75歳以上のご高齢の方の家庭訪問

を悉皆的にやっております。地域包括センタ

ー並びにブランチであります聖園とまほろば

の里の職員とによりまして、年１回程度は訪

問させていただいておるんですが、直近の資

料といいますか、21年度の資料で見てみます

と、大体75歳以上の方2,500人ほどいらっし

ゃいますが、そのうちで介護保険を利用され

てる方が706名、約700人でございまして、残

る1,790人余りが今回で言いますところの対

象というふうな感じになってこようと思いま

すが、そのうちの1,740人の方についてはそ

の確認をしておりまして、残る50人ほどが直

接お会いできなかったということでございま

すが、これらの50人の方につきましてもお会

いはできておりませんが、もう既に介護保険

施設に入所されておる方、また病院に入院を

されている方、またたまたま外出をされて会

えなかったという方でございます。 

 それらのデータをもとに、今後も、新聞等

でも報じられておりますが、各関係課の持つ

データと照らし合わせての作業といったこと

になろうかと思います。 

 以上です。 

○議長（佐野芳彦） 清原良典議員。 

○清原良典議員 いろいろ数字がようけ言わ

れて一遍に、ようわからんのんですけども、

一番最初に100歳以上の方が８人おられると

いうことは、今鮮明に理解しました。 

 その中で、一番心配しとんのが年金の不正

受給ですね。それはないということで判断さ

せてもらってええんですかね。 

 ただ、祝い金の代理受領の方が２人おられ

たと。祝い金というても、大した額じゃない

ですからね、祝い金。7 7歳以上の方が

3,000円、80歳以上が5,000円やね。その方の

受領を代理の方が２人されたということじゃ
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ないんですか。違うんですか。ほな、もう一

遍ちょっとその辺。 

 それと、答弁いただくんでしたら、はっき

りと聞いときたいのは年金の不正受給、これ

がないのか。これだけはちょっとしっかりと

聞いておきたいんですけど。 

○議長（佐野芳彦） 生活福祉部長。 

○生活福祉部長（丸尾 満） まず、最初の

祝い金の関係でございますが、昨年の数字を

申し上げた中で、代理受領といいますか、ご

家族の方が受領されておりまして、ただその

席でご本人と直接お会いしたかどうかという

のがまず定かでないということでございまし

て、少なくともご家族の方とお会いして受領

印をいただいておるという答えをしたわけで

す。 

 あとの後段の年金の関係でございますけれ

ども、100歳以上の方については全員確認を

いたしております。あと100歳未満の方につ

いては、まだそういった正確なところの状況

というのがまだつかめておりませんので、何

とも申し上げようがないということでござい

ます。 

○議長（佐野芳彦） 部長、２名という、ち

ょっと勘違いしているの、もう一度説明し

て。受け取りを拒否、それもう一回、ちょっ

と理解されてなかったから、それもつけ加え

て。 

○清原良典議員 いや、今理解しましたよ。 

○議長（佐野芳彦） 理解できた。 

○生活福祉部長（丸尾 満） 未受領３軒の

うち……。 

○清原良典議員 いやいや、理解しました

よ。 

○議長（佐野芳彦） よろしいか、ほんな

ら。その件について。 

 清原良典議員。 

○清原良典議員 いや、今また今の答弁でま

たちょっと心配事が増えたんやけど、100歳

以上の方が８名おられるというのは聞いたん

やけども、またそれ以上に確認されてないと

いう言葉が今あったんちゃいますか、100歳

以上の方が。いや100歳未満、確認しといて

ください。 

 ということは、私が最初に通告書に出しと

る90歳、80歳、最初の答弁では77歳以上とい

うざっくりとした答弁いただいたんですけど

も、今言うように各年齢層ごとの把握はされ

てないということなんですか。 

○議長（佐野芳彦） 生活福祉部長。 

○生活福祉部長（丸尾 満） 答弁の仕方が

悪かったんかもわかりませんが、80代、90代

と年齢層で区切る以前に、本町の場合は77歳

以上すべての方にお祝い金を支給してますの

で、その関係で一軒一軒回らせていただいて

受領印をもらっていますよというご答弁をさ

せていただいた。 

 だから、その中では受領印がございますの

で、少なくともご家族の方とは接触をしてお

りますという答弁内容でございます。ですか

ら、80代、90代押しなべて未確認と、本人と

会う、会わんという問題については、今年９

月正確を期したいということでございます。 

○議長（佐野芳彦） 清原良典議員。 

○清原良典議員 ようわからん。 

 自治会としましても、今言われたように敬

老会に備えて77歳以上の祝い金受給者名簿、

これが届きまして、77歳以上の方が我々自治

会の中に何人おられるかということは把握は

できとるわけです。しかし、その中で私の東

本町自治会におきましても、私の母親も含め

て68名の方が記載されとんですけども、これ

が全員ではありませんわね。施設等に入所さ

れている方もこれ以外におられるわけで、ま

た名簿をいただいてもこの方が実際何歳なの

かはわかりません、生年月日が載っていませ

んので。ただ、77歳以上であるというだけで

す。私は、その地方自治法の中身はわかって

おりませんけども、一点生存が確認されない

場合、削除できるという規定があると聞いて

おりますが、その反面、その方の削除をしな

ければならないという規定はないということ

も聞きました。すべてを把握されてる太子町

には当てはまらないかもわかりませんけど
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も、行政の怠慢と言われても仕方のないこと

ではないでしょうか。 

 今このような高齢者所在確認問題が起き、

にわかに民生委員さんの役割が今回大変で困

難であることが浮き彫りになったわけですけ

ども、この民生委員さんのおもりになってお

るのが個人情報保護法でして、当然自治会役

員にもおもりであり、行政当局にとっても大

変大きな弊害にもなっております。 

 本当にこの保護法は徳川家の葵のご紋みた

いなもので、私は悪法の一つではないかとも

思っております。私は、この保護法は一日も

早く現在の社会になじんだ法に改正をしてい

くべきと考えますが、当局はいかが考えられ

ますか。 

 また、先にも申しました民生委員さんの役

割は大変重要です。今民生委員の方々が報酬

を幾らいただいて自分の役割を果たされてい

るのか存じませんが、無報酬に近いのではな

いでしょうか。これも時代に合った改定が必

要ではないかと思うんですが、その辺どのよ

うにお考えですか。 

○議長（佐野芳彦） 生活福祉部長。 

○生活福祉部長（丸尾 満） 個人情報保護

法、これの関係でございますが、これにつき

ましては保護法施行以来いろいろな方面から

ご指摘を受け、また非常に障壁になっておる

といったご意見もちょうだいしておるわけで

ございますが、法律でございますので本町一

存で何もできないわけです。 

 ただ、今回の高齢者の所在不明を受けまし

て、仙谷官房長官が申されておったことが参

考になろうかと思います。私のほうから申し

上げる間でもなく、皆さんお聞きになったと

いうふうに思っております。 

 それから、民生委員さんの責任というもの

は非常に高い。これは、もうこの高齢者だけ

に限らず、今本当にいろんな諸問題がござい

まして、民生委員さんの本当に負担というの

は、非常に重くなってきておるというのは実

感として承っております。 

 ただ、その対処といいますか、その反面の

時給的な面につきましては、これは基本的に

はボランティアということで、これも法のほ

うで定められておりまして、これも本町一存

ではいかんともしがたいというところでござ

います。 

 以上でございます。 

○議長（佐野芳彦） 清原良典議員。 

○清原良典議員 ある市が取り組んでおられ

る実態がテレビで放映されておりました。こ

れは、毎日の所在安全確認ということで、元

気ですよボタンという事業を取り入れておら

れる市があるわけですが、ひとり暮らしの高

齢者の家庭に機材を貸し出し、本人が朝目を

覚ましてボタンを押すだけで行政に伝わると

いうシステムで、そこでボタンが押されなけ

れば所在を確認に行くということで、安全確

認ができるということです。 

 ちなみに、この市では機材の貸し出しは無

償であるということを伝えておきますけど

も、この市が取り組まれておるこの事業につ

いてどう今感じられますか、お尋ねをいたし

ます。 

○議長（佐野芳彦） 生活福祉部長。 

○生活福祉部長（丸尾 満） もう既に本町

におきましても、それに類似するといいます

か、安心見守りコール事業を実施をいたしま

しておりますので、今感想を述べよというこ

とでございますが、ご不安を抱えておられる

高齢者の方についての安心見守りといったこ

とでは、今ご紹介の自治体と同様の趣旨とい

うふうに承ります。 

 以上です。 

○議長（佐野芳彦） 清原良典議員。 

○清原良典議員 それでは、児童虐待の対策

についてをお伺いします。 

 先ほどの高齢者問題と並んで大問題として

相次いでいるのが児童虐待死問題です。 

 先月の末には、大阪市内で３歳と１歳の幼

い姉弟２人の遺体が発見されました。 

 この事件は、母親の身勝手な育児放棄と思

われる虐待によるものであり、何よりも悔や

まれるのは、近隣の住民が異変に気づきなが
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ら、この幼い命を救えなかったことです。こ

の事件が発覚して後にも、同様の事件が起き

ております。 

 今後、このような悲劇を繰り返さないため

にも、児童相談所の的確な対処能力、そして

市町職員の専門性など、そして最も身近な住

民と直接接する町の対応に大きな比重がかか

っていることは間違いないと思います。 

 太子町における児童虐待の現状はどうなっ

ているのか伺います。また、この児童虐待問

題に対する今後の取り組みを町当局としてど

う対応するのか、また同様に教育委員会もど

のように対応されていくのか伺います。 

○議長（佐野芳彦） 生活福祉部長。 

○生活福祉部長（丸尾 満） 児童虐待のお

尋ねでございますが、児童虐待は今さら申し

上げるまででもないんですが、家庭あるいは

社会内施設という密室での出来事ということ

でございまして、正確な実数を把握するとい

うことは極めて困難な状況下にございます。

そういった中で、その件数というのは年々増

加傾向にあるというのは、ご承知のとおりで

ございます。 

 本町における児童虐待の現状でございます

が、ご承知のように虐待の種別というのは４

つの累計がございますが、それぞれこれらの

当てはまるケースを見ますと、この新年度

22年４月からの数字で申し上げますと、８件

15人の事例が今ございます。その内容につき

ましては、身体的虐待が５人、それから性的

虐待が１人、心理的虐待が７人、ネグレクト

が２人という内訳となっております。 

 この対応につきましては、通報を受けます

と家族構成並びにその虐待内容の聞き取り調

査のために家庭訪問の実施をいたします。ま

た、学校園並びに民生委員さんに問い合わせ

等で状況を並行して確認をしながら、児童相

談所すなわち姫路こども家庭センター、それ

から兵庫県の龍野健康福祉事務所のほうにそ

の事実を連絡をいたしまして、協議しながら

ご指示を仰ぎながら関係機関が集まりまして

ケース検討会、ケース会議を開催をいたしま

して、関係機関が虐待の実態を共通理解をし

て、それぞれの機関の対応をどうするかとい

ったことで協議を行っておるということでご

ざいます。 

 社会福祉課は、その調整機関といたしまし

て、その事例の、要するに変化があるときに

は定期的に関係機関と連絡をとりまして、見

守りを続けておるということでございます

が、ただこの見守りといいましても非常に難

しいケースがございます。例えば、もう毎日

のように訪問、確認をいたしますと、逆にそ

のご家庭のご家族がストレスを感じられて、

転居をされてしまうといったようなケースも

あるやに聞いております。 

 虐待に対する基本的な考え方としまして

は、子供の安全を第一に考えまして、本来の

家庭生活に戻れるように対応をというもので

ございまして、緊急に保護が必要な場合につ

きましては、一時保護の処置をとっておりま

す。また、その後協議を行いまして、指導等

によりまして、施設入所や自宅に戻すなどの

見守りを行っておるところでございます。 

 それから、保護者のほうで精神的な疾患が

あるときや犯罪に関係をしておるようなとき

につきましては、子供の居場所を考えなけれ

ばなりません。親戚あるいは別れた相手な

ど、身寄りがないときなどの対応というのは

非常に難しゅうございまして、問題の解決ま

でにかなりの時間を要しております。 

 それと、その対応のときに危険を察知する

場合、感じる場合には、必ず警察に入ってい

ただいておりまして、病院との関係も大切に

いたしまして、今後も関係機関互いに協力連

携しながら解決に向けて努めていきたいとい

うふうに思っています。 

 また、2004年の栃木県での事件を契機とい

たしまして、虐待死といった不幸を根絶しよ

うという運動が年々広がってまいっておりま

す。 

 昨年11月の児童虐待防止推進月間には、皆

さんご承知のようにオレンジリボン運動を展

開をしたというところでございます。こうい
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った取り組みも非常に大事というふうにとら

まえております。 

 以上です。 

○議長（佐野芳彦） 教育次長。 

○教育次長（西村隆志） 教育委員会サイド

という形でございます。 

 その中で、児童虐待という形には、早期発

見、早期対応が重要な動きかなと思います。

その中で、学校園につきましては、園児、児

童・生徒につきましては、毎日担任が学校園

の生活の中で健康状態とか、または観察しな

がら子供の身体状態の変化を注意深く見守っ

ているのが現状かなと思います。 

 その中で、虐待等が疑われる様子、またこ

れはおかしいなという形に感じ取られた場合

には、直ちに学校内での協議を行い、また教

育委員会、また社会福祉課、また関係機関と

いう形で姫路こども家庭センター、また警察

等の通報、連絡をさせていただく中で、家庭

には訪問させていただいて対応しているとこ

ろでございます。 

 その中で、事態が悪化しないようにという

形で、今丸尾部長が言いましたように、関係

機関の連携を育てながら、この問題に対処し

ているところでございます。その中で、早期

対応というのが、本来一番大切なことじゃな

いかなと思います。そして、子供たち、園

児・児童・生徒が本当に学校園生活が楽しく

営めるように努めてまいりたいという形で、

学校園では努力しているところでございま

す。 

 以上でございます。 

○議長（佐野芳彦） 清原良典議員。 

○清原良典議員 最近テレビでは、もしかし

たらと思ったらためらわずお電話をと、児童

虐待に対してのコマーシャルによる啓発が

日々行われております。 

 2009年度における児童虐待に対応した件数

は４万4,210件、親が子を殺した実数は

2004年度から昨年まで毎年平均62人。それか

らは、これはけさのニュースでちょっと耳に

したんですけども、2005年以降、90人以上の

児童が行方不明となっており、昨年だけでも

36人の児童が行方不明となっているらしいで

す。 

 このような実情の中、本来義務教育に行か

なければならないのに行っていない児童数並

びに児童の行方不明者がいるかいないか、そ

の辺の把握はされておるんですか。その辺を

お伺いいたします。 

○議長（佐野芳彦） 教育次長。 

○教育次長（西村隆志） 義務教育という形

の中で学校園に不登校的な形になってるとい

う形の状況でお聞きかなと思います。 

 その中で、虐待につながる部分はどうかと

いう形でございますけれども、今記憶してる

数字につきましては１件の状況があるという

形で伺っています。それにつきましては、先

ほど答弁しましたように、関係機関の中で早

期対応という形の動きをしているところでご

ざいます。 

 以上です。 

（清原良典議員「行方不明者は、児童

の」の声あり） 

 失礼しました。 

 行方不明者は今のところはございません。 

○議長（佐野芳彦） 清原良典議員。 

○清原良典議員 それでは、最後の小学校の

適正な規模と配置についてを伺います。 

○議長（佐野芳彦） 清原議員、残り６分。 

○清原良典議員 桜井さんみたいになってき

たな。 

 全国的にこれから先少子化が進行する中、

今後本町においても児童・生徒数の減少は著

しく避けられない実態であり、西播磨有数の

マンモス校である太田小学校と隣接する龍田

小学校は小規模校化が進み、早急な対応が必

要ではないかと思われます。 

 私なりに知る範囲では、一般的には１学年

20人を下回れば教育的に見ても好ましくない

と言われており、また１学年１クラスの問題

や男女比率の問題など、小規模学校特有の問

題点が浮き彫りとなっております。 

 そこで、龍田小学校の実態を伺います。 
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 １．現在の学年別児童数、２．今後６年間

の年度別入学予定者数、３．６年後の全校児

童数、そして本町における４小学校の適正規

模、適正配置の考え方、並びに今後保護者、

地域住民の皆さんの理解と協力を得て適正規

模化に取り組む必要があると考えますが、そ

のような予定はあるのかお伺いをいたしま

す。 

○議長（佐野芳彦） 教育次長。 

○教育次長（西村隆志） まず、１点目の現

在の龍田小学校の学年別児童数はという形で

ございます。 

 これにつきましては、７月末現在でござい

ますけれども、龍田小学校の学年別児童数に

つきましては、１年生が15名、２年生が

26名、３年生が29名、４年生が36名、５年生

が22名、６年生が32名の160名が在籍してお

ります。そういう状況の中で、先ほど言われ

てます小規模の学校での特色ある中での教育

が進められているところでございます。 

 そして、２点目の今後６年間の動きでござ

いますけれども、龍田小学校の６年後の児童

も含めまして、23年度には約30名、24年度に

は17名、25年度には17名、26年度には14名、

平成27年度につきましては19名、平成28年度

におきましては16名が入学予定になっており

ます。その流れで、28年度には全校児童数が

113名を見込んでおるところでございます。 

 ちなみに、龍田小学校が小規模という形は

４校の中で比較されるんですけども、揖龍管

内におきましても案外小規模の該当する学校

ではないと理解しているところでございま

す。 

 その中で、本町の適正な規模と配置につい

てはどうかという形でございます。これにつ

きましては、学校の通学区域が規制されて、

指定をしております。その中で、各小学校の

児童数22年のベースで40人学級と今ございま

す。その中で積算していきますと、龍田小学

校につきましては、各学年１クラス、全児童

児160名ですね。それと、斑鳩小学校につき

ましては、各学年２から３クラスがございま

す。児童数が441名でございます。それと、

太田小学校につきましては、各学年５から６

クラスがございまして、全児童1,115人が在

籍しております。そして、石海小学校につき

ましては、３から４クラスでございまして、

児童数が739名になっておるところでござい

ます。 

 その適正規模に向けての動きについてのご

質問でございました。その中で、学校の通学

区域を定めておりますので、過去にもいろん

な意見をいただきました。その中で、協議ま

たは検討を進めてきたところでございますけ

れども、今日に至っている経緯を考えます

と、学校区の見直しだけで解決できる問題も

いろいろあるんですけども難しいかなという

感じでございます。その中で、学校区また地

区、校区という形でございます。その中で、

学校区だけを分けるというのは、案外難しい

問題を抱えているかなと思います。その中

で、現状校区が維持されている経緯がござい

ます。今後、時代の流れ、またはいろんなご

意見を賜りながら、合意に達する状況が見え

ましたら対応する中で、いろんな角度から検

討してまいりたいし、検討する中でそういう

見直しも機運が高まっていくんかなと思いま

す。その中で、先ほど言いましたように、小

規模校または、太子町におきます小規模校で

すね、それと大規模校という形の中で、いろ

んな形での特色を生かしながら教育が推進さ

れているところでございます。 

 以上でございます。 

○議長（佐野芳彦） 清原良典議員。 

○清原良典議員 西村次長も今期からであ

り、寺田教育長もまだ１年余り、先ほどのご

答弁ですけども、過去にもご意見をいただい

て検討を進めてきたと言われましたけども、

答弁に無理があると思います。 

 この問題は、龍田地区の若いお母さん方や

住民の方には大変関心のあることです。ちな

みに、今年龍田地区で生まれた赤ちゃんは、

たしか10人余りと聞いております。 

 やはり、これは町のトップのリーダーシッ
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プによって解決するしかないと思われます。

非常に難しい問題ですけれども、最後に首藤

町長にこの問題に対しての考え方を一言お伺

いをいたします。 

○議長（佐野芳彦） 町長。 

○町長（首藤正弘） 一番は、学区制の問題

ですね。また、今までの校区間のつながり、

そして自治会等とも関連してくるところでご

ざいまして、私も以前にこの問題に取り組ん

だ経緯、経過がございます。 

 先ほど次長が申し上げましたように、子供

だけを、学校だけを考えて、教育だけを考え

て太田校区から龍田校区へ行かすというよう

なことはなかなか難しゅうございます。簡単

にとらえればやれるじゃないかというご意見

もあろうと思いますが、その後また小学校か

ら中学校になった段階で生徒さんのつき合い

の問題等々も発生いたしてきます。やはり地

域とともにこの問題は解決はなかなかできな

いんではないかなという思いでございます

が、しかしながら我々今少子・高齢化という

言葉がよく使われておりますが、太田校区で

はそういう傾向は見当たりません。 

 しかし、学校の規模等々、やはり今文科相

のほうでは1,000人を超えれば校舎を増築す

るんではなくして、分離をせえというよう

な、分離ですね、もう一つ増やせというよう

な指導もなされておりますが、少子化現象も

これは将来的に見ていきますとなきにしもあ

らずというところでございますので、子供さ

んだけを対象にすれば難しい問題であるとい

うのは現状でございます。 

 また、私自身は逆に都市計画区域、そうし

たものに慎重に取り組む必要があるんではな

いかなという思いで、数年前からそうしたこ

とで県のほうとも話し合いをしております

が、抜本的な解決にまではつながっておりま

せん。と申しますのは、やはり太田校区では

市街化区域がまだ充足率に達していないとい

うようなことも言われますし、また反面、龍

田校区での調整区域からの市街化区域へ見直

しというようなところが、我々町の行政だけ

ではなかなかやれないというところもござい

ますので、そうしたところ、やはり上位の県

のほうとも十二分に相談をしながら誘導がで

きる範囲でやっていきたいと、このように考

えるところになります。 

 以上です。 

○議長（佐野芳彦） 清原良典議員。 

○清原良典議員 非常に難しい問題と心得ま

す。どうぞ英断を持って、一日でも早く適正

に対処をしていただきますようにお願いを申

し上げておきます。 

 これをもって一般質問を終わりますが、先

日芸能レポーターの梨元氏が肺がんで亡くな

られました。まだ65歳という若さで、また彼

は喫煙をしない方だと聞きました。ここで目

を向けられたのは、私も以前にこの場で一般

質問で述べました受動喫煙です。 

 アメリカでは、喫煙問題が大きく取り上げ

られてから、喫煙者が多く減少されました。

その影響によって、がん患者が減少された実

績があらわれたのは15年後です。喫煙者の方

には耳が痛い現実ではありますが、たばこを

吸わない方も受動喫煙にて悪い効果があると

いうことを知っておいていただきたいと思い

ます。 

 これで一般質問を終わります。 

○議長（佐野芳彦） 以上で清原良典議員の

一般質問は終わりました。 

 次、橋本恭子議員。 

○橋本恭子議員 失礼いたします。 

 女性の管理職登用について一般質問をしま

す。よろしくお願いいたします。 

 太子町は、庁舎内で女性の管理職、課長が

１名で比率が低過ぎる。男女の人権が等しく

尊重され、性別にとらわれずお互いに個性を

認め合い、能力を発揮することができる社

会、多様な選択肢の中から自分が望む生き方

を選択できる社会、そんな男女共同参画社会

の実現は、平成11年、1999年に制定された男

女共同参画社会基本法のもと、21世紀の我が

国の社会を決定する最重要課題として位置づ

けされ、真の男女平等を目指した取り組みは
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世界の各国で行われ、我が国でも社会制度の

整備などさまざまな施策が進められました。 

 太子町は、平成11年、1999年６月から真の

男女平等に基づく男女共同参画社会の実現に

向けて男女共生セミナーを開設し、１期生か

ら３期生まで開講されました。１期生は、女

性ばかりで13名が模擬女性議会を平成13年１

月26日、当局に参加してもらい、開催されま

した。 

 しかし、まだまだ家庭、学校、地域、職場

など、身近なところで、女だから、男だから

ということがまだまだ残っています。 

 太子町は、平成16年、2004年６月に男女共

同参画プランを策定し、急速に変化する時代

の流れに対応する。より一層の男女共同参画

施策推進を図るため、平成21年度にプランを

見直しされ、生き生き暮らせる豊かな社会を

目指したいと町長はあいさつを述べられてい

ますが、現在太子町の庁舎内の女性管理職は

課長が１名だけで、比率が低過ぎます。県

は、女性の管理職を2009年から2011年に第３

次男女共同参画率先行動計画を取り組むとい

う発表をしております。 

 そこで伺います。 

 庁舎内に、正職員が127名、平成22年４月

１日現在、でありながら、部長、課長、局

長、所長、副所長、副課長の管理職は男性が

33名で女性の課長は１名です。男女の比率か

らすると低過ぎます。管理職をどのように決

めておられるか。 

 ２点目、平成15年６月、平成21年６月、今

年平成22年９月定例会で女性の管理職登用に

ついて３回目の一般質問をさせていただいて

おります。男女平等と言いながら、平等でな

い。来年度の考え方を町長に伺いたいと思い

ます。 

 以上、よろしくお願いいたします。 

○議長（佐野芳彦） 総務部長。 

○総務部長（村瀬 学） 太子町の職員構成

におきまして、女性管理職の比率が低過ぎ

る、またそれに対して、管理職をどのように

決められるのかというご質問でありますけど

も、管理職のみならず職員の昇任、昇格にお

きましては、男性、女性の区別なく、個人の

意欲、能力に基づいた上で総合的な判断のも

と決定しております。 

 ご指摘のとおり、本庁舎内の管理職では、

数の上では男性職員優位の形になっておりま

すが、職員個々の能力等を総合的に判断した

結果そうなったということでございます。対

象者の絶対数の差、45歳を超える男女比が３

対１でありますが、これにも起因しているも

のと思います。 

 ただ、職員全体として係長級の男女の構成

比は、女性が46.4％となっております。これ

は、職員全体の女性比率を上回っておりま

す。そういうことで、男女間の格差はござい

ません。 

 ちなみに、今本庁舎内127名とご質問であ

りましたが、太子町におきましては本庁舎内

ということで、さわやか健康課を含みます。

さわやか健康課を含む本庁舎内ということ

で、職員数が144名ございます。そのうち

部・次長職４名、課長職が21名、副課長職が

17名、合計41名の管理職でございます。う

ち、女性が１名でございます。係長につきま

しては43名ということで、うち女性が18名で

ございます。 

 ２点目でございますが、今後の考えという

ことでお聞きいただいとんですけども、先ほ

ど申し上げましたが、管理職のみならず職員

の昇任、昇格につきましては、男性、女性の

区別なく個人の意欲、能力に基づいた上で総

合的な判断のもとに決定いたします。昇格、

昇給、任用等に男女の差別的な取り扱いは本

町においては全くございません。 

 ただ、育児、家事、介護など、男女平等と

はいえ、まだまだ女性の手にゆだねられる家

庭の現状もございます。日常的に職業能力を

磨いていくのには、多少ともハンデとなって

いるものと考えております。しかしながら、

そうした環境でありますからこそ女性の意見

をより多く取り入れられるよう、今後とも能

力を兼ね備えた意欲ある女性職員の登用につ
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いて配慮してまいりたいと考えております。 

 以上です。 

○議長（佐野芳彦） 橋本恭子議員。 

○橋本恭子議員 村瀬部長より答弁がありま

した。 

 去年の21年６月５日の佐々木部長の答弁と

同じような内容ではありました。ちょっと数

字が違っているような感じでありましたが、

やはり個人の意欲と能力に基づいた上で総合

的な判断のもと決定いたしておりますという

ことでありましたが、やはり今の現状を見て

みますと、格差でしょうか、さわやか健康課

も入るということでありましたが、私は一応

この庁舎内での副課長以上が33名で女性が１

名だと判断しておりましたのでそこを言いま

したが、ちょっとチェックしてみましたので

このようになっておりました。 

 それで、やはりデータ的に去年の部長の答

弁と今の部長の答弁と総合的にしますと同じ

ような、数字は多少違っておりましたが、係

長以上の数字は45.8から46.4に上がっており

ますが、やはり課長１人では少な過ぎると私

は思います。副課長になられても、すぐは仕

事ができないかもわかりませんが、やはりそ

ういう個人の意欲と能力を持ち備えた女性

が、予算委員会に出ても特別委員会に出ても

すごくすばらしい、てきぱきと言われる女性

係長以上の方がおられますし、やはり40歳以

上ぐらいな方が係長級になられてて、長い期

間それ以上昇任、昇格をされてないように聞

いております。 

 全体、この庁舎内見渡しても、やはりあの

方はすばらしいなと女性の立場で見て、もう

副課長ぐらいに適してるんじゃないかと思う

人が二、三人あるわけですが、やはりすぐそ

ういう仕事ができなくても仕事ができるチャ

ンスを与え、そして女性を育てて研修に行か

せていただいて、そしてなるべく能力を発揮

できるように。どうしても男性優位というん

でしょうか、男性職員のほうが優位な形にな

ってると私は判断しております。だから、来

年にはチャンスを与えていただいて、やはり

優秀な女性が何人か、私庁舎内見渡してもあ

るわけなので、どうしても引き上げてほし

い。 

 今、１人女性課長があるわけですが、来年

春退職されると思いますので名前は伏せてお

きますが、副課長からとりあえず５名程度希

望しておりますが、どうでしょうか。 

○議長（佐野芳彦） 町長。 

○町長（首藤正弘） 橋本議員の質問でござ

いますが、私自身は男女平等という考え方の

もと、何もこれ男女平等が数値の上で男女平

等かといったら私はそうでないと、このよう

に考えるところでございまして、そうした中

で先ほど総務部長が答弁いたしましたよう

に、そうして女性だからという意味で差別を

しているとかそういうことは全くございませ

ん。 

 その中で、先ほど議員おっしゃってますよ

うに、女性の中で四、五人ですか、いらっし

ゃるというようなことを言われております

が、私自身はやはり仕事ができる、これは職

員としては当然のことであると、このように

思っております。 

 その中で、やはり管理職になるということ

は、指導力なり統率力なり、そうしたものも

持ち合わせないと管理職の登用というのはな

かなか難しいんではないかなという思いでご

ざいます。私自身も見ておりますと、仕事自

体はよくやってるなっていうのもわかるとこ

ろでございますが、その中で反面、指導力な

り統率力、そういうのを見てみますと、これ

はまだ考えるべきだなという点も、これは男

性、女性かかわらず、そうしたところも十分

見合わせて判断をいたしておるところでござ

いますので、今係長から副課長に上げていっ

てというようなことが言われておりますが、

私は、そこらは暗に了解するということはな

かなかできないと、このように思っておりま

す。総合的に判断しまして、そうした人材が

いろいろな分野で女性として活躍していただ

いて、登用できる範囲ではやっていきたいな

という思いでございます。 
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 ちなみに、大きなところでございますと、

この分野は部なり課なり、この一本で進んで

いけるような大きな市等々でございました

ら、そういうこともその一つの分野でぐっと

押していけるんですが、やはり我々町でござ

います。いろんな部局での対応等々も考えて

いかなければいけません。そこらも十分判断

しながら、こうした管理職登用は考えていき

たいと、このように思っております。 

 以上です。 

○議長（佐野芳彦） 橋本恭子議員。 

○橋本恭子議員 去年も町長はそのように、

やはり管理職に上がっていただくには指導力

も十分考えていかなければならないし、人材

育成に努めていきたいというふうに言われて

おりますが、やはり兵庫県下でも太子町の場

合は、去年の場合ですが、５％という６市町

の中でも一番低い状態にありましたが、やは

り首長の考え方で大分大きくこの管理職は変

わっていくというふうに新聞報道でもありま

したが、やはり女性の立場でどうしても太子

町に、来年課長が１人やめていかれるので、

副課長から昇任、昇格をしてほしいなという

のが私の女性の立場で十分思っておりますの

で、最終的に町長は言われることよくわかる

んですが、私としては精いっぱい女性を副課

長３名ぐらい、今５名言うてましたけど、３

名ぐらい育ててほしいなと思っております。 

 ほな終わりに、私は女性の立場から、人権

の立場からも、行政において女性差別があっ

てはならないと思っております。男女共同参

画社会実現を目指す行政として、女性の管理

職への登用を促進するとともに、職域の拡大

を図り、能力と個性を十分発揮できる職場環

境をつくってほしいと思っております。ぜひ

とも来年は副課長３名ほど、強く強く要望

し、一般質問を終わります。 

○議長（佐野芳彦） 橋本恭子議員の一般質

問は終わりました。 

 次、服部千秋議員。 

（服部千秋議員「議長、ちょっとだけ

休憩。10秒、休憩、ちょっと」の声あ

り） 

 暫時休憩します。 

（休憩 午前11時44分） 

（再開 午前11時44分） 

○議長（佐野芳彦） 休憩前に引き続き会議

を開きます。 

 服部千秋議員。 

○服部千秋議員 通告に基づき、質問をさせ

ていただきます。 

 幼児・児童や高齢者を見守れる体制の強化

をということで、最近のこの世の中を見てお

りましてこのことを非常に実感するもので、

このたび質問をいたします。 

 地方公共団体の中には、子どもショートス

テイや介護老人保健施設などを用意して、子

育てや介護に困っておられる住民の皆様のニ

ーズにこたようとしているところがありま

す。 

 私は、当町の住民の中にも子育てに困られ

たり、高齢者の介護に困られている方もおら

れるのではないかと心配しています。昔と違

って、今の時代は社会全体でこういったこと

に対応することのできる安全弁を備えている

ことが望ましいと私は思います。 

 本町でも、過去には障害を持たれた児童に

対してショートステイを施設等に紹介した例

があると聞きますが、障害のあるなしにかか

わらず、その人数枠をある程度確保しておく

べきだと私は考えています。といいますの

も、現在人数枠があるからであり、人数枠の

ために入れない住民がおられると、同じ住民

であるのに不平等になっては困ると考えるか

らであります。 

 また、住民が役場に行けば相談に乗っても

らえるということを認識してもらう手だてが

一層必要だと考えます。「役場に相談しても

十分相談に乗ってもらえない」と住民に思わ

れないようにしなければなりません。役場

は、地域住民あっての役場だという姿勢で、

全職員に仕事をしてもらわなければなりませ

ん。 

 また、１町でできない面があるとすれば、
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広域的に対応できるよう近隣市町に働きかけ

ることも極めて重要だと思います。さらに、

兵庫県の事業としてもらうなどの要望も事柄

によっては必要であり、大切なことであると

思います。 

 こういった幼児・児童、高齢者への対策に

ついての当局の意見を伺います。 

○議長（佐野芳彦） 生活福祉部長。 

○生活福祉部長（丸尾 満） お答えをいた

します。 

 社会情勢が複雑になりまして、私たちの生

活様式、また価値観が多様化をいたしており

まして、以前にも増して住民ニーズも多岐に

わたって、それぞれの対応が難しくなってき

ておるのが現状でございます。 

 核家族が進みまして、地域に溶け込めませ

ず相談する相手もなく、さまざまな問題を抱

えておられる方もいらっしゃるというふうに

思います。 

 子育てをするに当たりまして、社会的事由

により家庭において児童の養育等が一時的に

困難となった場合には、児童等を短期間児童

福祉施設等に入所をさせまして、養育、保護

することにより、児童並びにその家庭の福祉

の向上を図ることを目的に、本町では子育て

家庭ショートステイ事業を実施をしておると

ころでございます。 

 平成20年度では、４日間の利用がございま

したが、昨年の21年度では利用がございませ

ん。子育て等で困っておられる方につきまし

ては、気軽に社会福祉課の窓口でご相談をい

ただきまして、社会福祉課のほうは調査の

上、適切に対応しておるというのが現状かと

思います。 

 また、保育園、保育所のほうでも緊急一時

保育を実施しておりますので、保育所に直接

問い合わせていただきまして、保育に余裕が

あれば預かってもらうということができま

す。ちなみに、平成21年度の緊急一時保育の

利用日数は、３歳児未満が148日、３歳児以

上が91日の合わせて239日でございまして、

延べの実人数に置きかえますと56人の方とい

うことでございます。 

 次に、高齢者の方の相談体制について申し

上げたいと思います。 

 さわやか健康課の中に、地域包括センター

がございます。それと、ブランチであります

聖園並びにまほろばの里に相談窓口を設置を

いたしております。高齢者の方のさまざまな

相談に乗っておると、応じておるということ

でございます。 

 特に、先ほどの一般質問の中でも触れまし

たんですが、介護認定を受けておられない

75歳以上の方のお宅への訪問、というのがご

ざいます。これにつきましても、本当に高齢

者の方々に直接お会いしまして、ご家族とお

会いしまして、困っておられることを、それ

らも含めて総合的なご相談に乗っておるとい

うことでございます。 

 なかなか介護サービスの利用に踏み切れな

い方、またあるいは介護保険自体の制度がよ

くわからない方についても、その場でよく説

明をさせていただきまして、必要があれば認

定申請のほうをお薦めをしておるというよう

な状況でございますので、高齢者の方につき

ましてもさわやか健康課のほうにご相談をい

ただけたらというふうに思っております。 

 以上でございます。 

○議長（佐野芳彦） 服部千秋議員。 

○服部千秋議員 今部長が相談できずに困っ

ておられる人もいると思うということを話さ

れていました。一方で、社会福祉課としては

調査の上、適切に対応しているということを

お答えになりました。 

 私、その言葉じりをどうこうということで

言うのではないんですが、住民の中には相談

したらいいのだということを、もしかしたら

知っておられない方がおられるかもしれない

ということが、非常に心配なんですね。サー

ビスをこういうのが受けられるというのを十

分知っておられない方がいるかもしれない

と。例えば、保護者が子供を預けられること

について、年１回「広報たいし」の中でこう

いうことがあるということは、住民には広報
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の中では知らせているのですけれども、しか

しそれを見ておられない方もいるかもしれな

いし、相談したらこういうことがあるのだと

いうことをわかっておられない方がいるかも

しれないと。それを心配をしています。 

 ですから、そういうことについての手だて

ですね。何もやっていないと言ってるんじゃ

ないですよ。年１回広報に書かれていますけ

ど、その方法をもう少し考えられないかなと

いうことを思ってます。 

 反対に高齢者についても、今75歳以上で要

介護になってない方でそのサービスを受けて

おられない方のところへ役場の職員でなく、

契約している、たしかまほろばさんとかそう

いうところの方に行っていただいていると思

うんですけれども、そういう中で高齢者の方

も本当に、じゃあ自分がこういうことになっ

た場合はこういうふうにこうできるんだとい

うことを十分知っておられない方もいるかも

しれません。行かれても会えてない方が年間

おられますね。おられるわけですから、それ

は行かれてるんだけど会えないという事情が

あるからそういうことではあるんですが、し

かしそういう人たちにもなお一層周知徹底す

るような努力、つまり住民の方々に役場はこ

ういうようなサービスをしているんですよと

いうことをもう少しわかってもらえるような

ことを検討してもらいたいなと思うんですけ

れども、この辺についてのお考えはいかがで

すか。 

○議長（佐野芳彦） 生活福祉部長。 

○生活福祉部長（丸尾 満） 確かに周知の

ほうにつきましてはやっておるんですが、必

ずしも100％ということについては、私も申

し上げておりません。 

 したがいまして、今服部議員さんおっしゃ

いますように、知っておられない住民の方々

への周知というのは極めて大事な部分という

ふうに思っております。その方法等につきま

しては、本当に有効な方法、さらに有効な方

法をそれぞれ考えなければなりませんが、今

のご指摘につきましては重々に頭にとどめま

して対応したいというふうに思います。 

 以上です。 

○議長（佐野芳彦） 服部千秋議員。 

○服部千秋議員 今部長が言われたことにつ

いて、本当によく考えてもらいたいなという

ふうに思ってます。 

 年１回広報に載せてということだけでな

く、実際本当やるときには難しいんですけど

も、少しでも住民にわかるようにしていただ

きたいと。そして、そのときに私は最初に申

しましたように、これは役場に相談したら、

役場も何にもすべてのことができるわけでは

もちろんありませんが、役場に相談したら対

応してくれるんだと、もしも公的なものでで

きない場合であっても、仮にこういうところ

はどうですかとか、そういった相談に乗って

くれるんだとか、そういったような役場とい

うところが住民にとって相談に乗ってもらっ

たら本当に答えるんですよというようなふう

に住民に思われるようなふうに役場を持って

いっていただきたいということが大事だと思

います。つまり、住民から行政への信頼とい

う言葉ですけれども、そういうふうにこの太

子町の役場というものを住民にとってそうい

う役場になるように、ぜひしていっていただ

きたいと思うんですが、この点はいかがでし

ょうか。 

○議長（佐野芳彦） 生活福祉部長。 

○生活福祉部長（丸尾 満） 今服部議員、

おっしゃるとおりでございますので、それに

向けて邁進、努力をしたいというふうに思い

ます。 

 以上でございます。 

○議長（佐野芳彦） 服部千秋議員。 

○服部千秋議員 あと細かなことをいろいろ

ここでは言うつもりはないんですが、１個例

をちょっと挙げて言ってみたいんですけど、

公平に役場がやってくれていると、あるいは

役場が仕事をしてもらっているところが公平

にやってくれているというような感じに住民

の皆様に思われるように、ぜひやっていただ

きたいと思います。 
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 例えば、この特養でいいますと、施設の待

機者は増えている現状だと思うんですが、待

機者に納得のいく透明性の高い方法で入所の

順位がつけられる必要があると思います。所

によっては、外部からの委員を招いて入所の

検討委員会を開いて審査をして決めていって

いるというところもございますが、本町では

こういった事柄について、このことでもほか

のことでもよろしいですが、透明性を持って

いろんなことをやっていっているのか、ある

いはどうなのか、そういったところについ

て、ご説明をいただきたいと思います。 

○議長（佐野芳彦） 生活福祉部長。 

○生活福祉部長（丸尾 満） 私どものほう

の行政のサイドからそういった透明性、特養

待機者への待ってる理由の透明性といったも

のについては、公表的なものはしておりませ

ん。それぞれの施設によっての状況等もござ

いますので、理由までの公表といったことは

行っておらないというように思います。 

○議長（佐野芳彦） 服部千秋議員。 

○服部千秋議員 理由を公表してくださいと

か言ってるのではなくて、私が申しておりま

す趣旨は、住民の皆様から公平にしてもらっ

ているなというふうにいろんなことについて

思ってもらえるようにお願いをしたいという

ことを申したということです。個々のことを

ここで、どこがどうでどういうことをという

ことは言っていただく必要はございません。 

 今私が言いました趣旨、何点か大きな柱と

思うものを申しました。今後とも、最近例え

ば熱中症で亡くなった方を見ても、高齢者で

家にクーラーがなくてとか、１人でおられて

とか、本当にお気の毒だなと思うことがよく

ございます。 

 本当に困っている方、小さい子供さん、ま

た、その親、親もいろんな事情があって、例

えばお母様だけで育てておられるとか、もし

かしたらお父様だけで育てられておられる方

とかもあるかもしれませんし、または高齢者

の方もお一人で暮らされている方もいるかも

しれません。そういった方に対して、行政が

少しでも住民のためになるように、また住民

からその信頼を得てもらうように、今後一層

努力をしていただきたいと、そういうことを

強くお願いをして、これで終わらせていただ

きます。 

○議長（佐野芳彦） 以上で服部千秋議員の

一般質問は終わりました。 

 ここで暫時休憩いたします。 

 再開は午後１時とします。 

（休憩 午後０時00分） 

（再開 午後０時59分） 

○議長（佐野芳彦） 休憩前に引き続き会議

を開きます。 

 引き続き一般質問を受けます。 

 次、中島貞次議員。 

○中島貞次議員 では、３番中島貞次、公明

党でございます。いつも大変お世話になって

おります。では、通告に従いまして一般質問

をさせていただきます。 

 まず、１つ目ですが、地デジ難民対策につ

いてでございます。 

 2011年７月24日、あと一年を切りました。

地上デジタルテレビ放送に完全移行されます

が、今大きな問題になっていますのが視聴難

民、いわゆる地デジ難民の人たちでありま

す。ビル陰でおられるところ、あるいは集合

住宅に住んでいる方等の難視聴地域対策であ

ります。また、年収低所得者、これは一般的

には200万円以下とされております。それか

ら、生活保護世帯、また独居老人等の年金暮

らしの生活者に対して、どういうふうにする

のか。また、ＶＨＦアンテナでは当然視聴で

きませんから、ＵＨＦアンテナにしなければ

いけないし、またＣＡＴＶ、ケーブルテレビ

等で視聴をするなど、住民に対して周知徹底

等の対策をお尋ねします。 

○議長（佐野芳彦） 総務部長。 

○総務部長（村瀬 学） 地上デジタル放送

の視聴難民に対する対策についてのご質問で

ありますけども、平成23年７月24日をもって

地上デジタル放送に完全移行するわけであり

ますが、この対策につきましては、国の機関
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であるテレビ受信者支援センターや放送事業

者を中心に進められております。 

 まず、ご指摘のビル陰地域における難視聴

対策としましては、原因となる建物の所有者

への働きかけ、視聴者との協議の推進が行わ

れております。また、集合住宅につきまして

は、テレビ受信者支援センターを中心に説明

会の開催、マンション管理会社等を通じた働

きかけ、また改修への支援が行われておりま

す。 

 次に、年収低所得者についてであります

が、生活保護世帯などでＮＨＫの放送受信料

が全額免除されている世帯に対して、簡易な

地上デジタルチューナーの無償給付や訪問設

置が行われております。本町におきまして

も、社会福祉課を窓口として、この制度の周

知広報を行っております。さらに、独居老人

等に対しての広報活動としましては、テレビ

受信者支援センターによる相談会や戸別訪問

が開催されております。これにつきまして

も、本町でも申し込みの受け付けを行ってお

ります。 

 以上のように、地上デジタル放送への移行

は、国や放送事業者を中心に取り組みが進め

られておりますが、受信者である住民の皆さ

んみずからがデジタル放送対応のテレビやチ

ューナーの購入、対応アンテナへの移行など

受信環境を整えなくてはなりません。国や放

送事業者の取り組みを紹介しつつ、本町とし

ましても「広報たいし」への掲載など、独自

の広報活動を行ってまいります。 

 以上です。 

○議長（佐野芳彦） 中島貞次議員。 

○中島貞次議員 ありがとうございます。 

 現在のところ、最近のデータでは大体もう

既に地デジ対応のテレビを買ったとか、チュ

ーナーを買ったとかという方は大体83.8％と

言われております。ですから、残り16.2％が

まだその対応をしていないという数値があり

ます。 

 本町で考えますと、残り16.2％といいます

のは大体2,000世帯ぐらいと考えられます。

その2,000世帯の中には、当然これから新し

い地デジ対応のテレビを買うとか、チューナ

ーを買うとかというふうな方も当然いらっし

ゃるし、と思いますが、その中のわずかな世

帯かもしれませんが、地デジ難民、現状では

地上デジタルテレビ放送が見れないという状

況になっているかと思います。 

 ただいまありましたように、低所得者に対

するチューナーの無償配布ということで、大

変ありがたく思っております。あと、これは

市町は、要は責任ないと言うたらおかしいで

すけど、あくまでもこの地上デジタル放送へ

向けての責任所在といいますか、責任者は国

であり、やはり放送の事業者であるというこ

とは当然明確になっているわけですから、今

後とも国及び事業者に対して町からも積極的

に、例えばこういう人がおるというような感

じでやっぱり積極的に働きかけていただきた

いということをお願いします。 

 それから、もう一点ですけども、じゃあ実

際に本町におきまして、どの程度の方が実際

に見れるのか、見れないのかというそういう

集計データみたいなのはあるでしょうか。 

○議長（佐野芳彦） 総務部長。 

○総務部長（村瀬 学） 地デジ対応につき

ましては、ここ最近ですね、各自治会におけ

るケーブルテレビへの加入とか、いろんな対

応を聞いておるところでありますけども、具

体的なご質問のその数字については把握はし

ておりません。 

 ただ、今申しましたように、各自治会にお

ける全体的な対応も見られますので、今後の

状況を確認しながらまた対応が必要なのかも

わからないということで、状況を見ていきた

いというふうに思います。 

○議長（佐野芳彦） 副町長。 

○副町長（八幡儀則） 先ほど総務部長から

答弁しましたけど、事前には担当課のほうで

車を走らせて、何世帯という詳しい数字は忘

れましたが、一応調査いたしております。 

 それに対しての対応ということも担当課の

ほうでは把握しているというふうに私は思っ
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ております。 

 以上でございます。 

○議長（佐野芳彦） 中島貞次議員。 

○中島貞次議員 ありがとうございます。 

 事前に調査されているということで、これ

は企画政策課になるんですね、わかりまし

た。 

 ということは、今後いろいろ地デジで実際

にテレビ買ったけれども映らないとかとい

う、そういう相談事の窓口というのはやっぱ

り企画政策課になるわけですか。ありがとう

ございます。 

 当然、ひとり暮らしとかそういう方も担当

課としてはさわやか、社会福祉課等々、それ

ぞれ個別に担当窓口がありますんで、企画政

策を中心にしてそれぞれ連携協力をお願いし

たいと思いますが、その点いかがでしょう

か。 

○議長（佐野芳彦） 町長。 

○町長（首藤正弘） この地デジの件でござ

いますが、おっしゃるとおりそれぞれの分野

でご相談があろうと思います。 

 先ほど副町長も申し上げましたが、我々事

前に調査はいたしましたが、しかし反面、移

動車でございますんで、そこでは入らなかっ

たところも入る地点もございますし、逆に入

っておったのが村の中心部へ行って何かの影

響で入らない、入りにくいというようなとこ

も恐らく私は出てくると思いますので、これ

は今の時点で明確に把握するということはな

かなか難しゅうございます。そうした時点で

考えないといけないなという思いでございま

すが、それぞれの関連の部局でご相談は受け

付けまして、最終的には企画でそうした後々

の対応はしていきたいと、このように考えて

おります。 

 以上です。 

○議長（佐野芳彦） 中島貞次議員。 

○中島貞次議員 テレビというのはちっちゃ

な子供さんからお年寄りに至るまで、幅広く

ごらんになる一つの生活の場の中の憩いの一

つの機械でございますんで、いざ７月24日ス

タートしてみたら映らなかったというような

ことがないように、やはり町民の方にも徹底

していただきたい、これを要望いたします。 

 次に移ります。 

 続きまして、２点目でございますが、認定

こども園に対する取り組みについてをお伺い

します。 

 まず、2013年度創設を目指しています認定

こども園について、形態としてどのように考

えておられるのか。幼保連携型、幼稚園型、

保育所型、地方裁量型と一応４つ示されてお

りますが、町としての方針をお尋ねします。 

 兵庫県内の中で太子町におけますこども園

に関しては、最近のデータとしてはちょっと

載っていないんで、多分実施はまだかなと考

えておりますが。 

 ２番目として、認定こども園というのは、

幼稚園と保育所の機能をあわせ持った新しい

施設でありますが、法人が運営している幼稚

園、保育所の利用料と、町が運営している保

育所、幼稚園の保育料の格差を埋めるため

に、また低所得者の子供でも入園できるよう

にするためにも、料金の高騰は避けるべきだ

と思いますが、その考え方をお尋ねします。 

○議長（佐野芳彦） 生活福祉部長。 

○生活福祉部長（丸尾 満） 今お尋ねの件

につきましては、これまでの認定こども園で

はなく、今国が打ち出しております2013年度

施行予定のこども園のお尋ねでございます

が、これにつきまして町としての方針でござ

いますが、もちろん現在の認定こども園につ

きましては具体の取り組み等はございませ

ん。ただ、この2013年度実施予定のこども園

につきましては、これは本当に昭和22年の児

童福祉法で保育というのが、町が保育所でそ

の任を負うという一貫して福祉できたんです

が、国が言っていますこども園につきまして

は、その制度を抜本的に変えるものというこ

とで、非常に大きな改革ということでとらま

えております。 

 しかし、この基本制度案がこの６月25日に

公表されて、私どものほうにも文字としては
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参っておりますが、今現在その子ども・子育

て新システム検討会議の基本案をもとに詳細

な制度設計がされておるという状況というの

は、中島議員さんもご承知のとおりかと思い

ます。 

 私どもも一口で言いますと、その中身がわ

からないというのが今現状でございまして、

給付設計等々がまだ単なる少ない文字でしか

見ることができませんので、この方針につい

て今町のほうでこうというお答えがまだでき

ない状況でございます。今後、そういった詳

細な制度設計が国のほうから示されることと

なっておる予定ですが、それらを踏まえまし

て教育委員会の幼稚園の関係の担当部局と検

討会議を設けるというようなことになってこ

ようかと思います。 

 ただ、今の認定こども園の全国の状況を踏

まえますと、やはり数が多いのは幼保連携型

が数が多うございますが、今回新たなこども

園の基本案、基本制度を見てみますと、やは

り現行の施設、本町であれば幼稚園、保育所

それぞれの幼稚園型、保育所型で2013年度出

発をせざるを得んではないかなという感じで

はおります。 

 ただ、そういった今言いましたように、制

度設計が費用の負担等々が出てまいりました

ときに、また施設の改修等の給付についてど

ういった形になるんかその辺を見きわめまし

て、町内検討ということになってこようかと

思います。 

 保育料についてのお尋ねもありましたが、

国のほうが今示しておりますのが、まだ具体

のそういった負担軽減という言葉は出ており

ますけれども、具体の本当に詳細な設計とい

うのは上がっておりませんので、なかなか今

の段階でこうといったことも申し上げられま

せんが、今中島議員さんご指摘のように、や

はり格差、また低所得者への対応といったこ

とについては、やはりこの保育園問題につき

ましても同様でございまして、十分できる範

囲では考えたいというのは申し上げたいと思

います。 

 以上でございます。 

○議長（佐野芳彦） 中島貞次議員。 

○中島貞次議員 まだ６月25日にやっと公表

されたという段階で、まだ取り組みが進んで

いない状況ですが、幼保連携型については私

はいろいろ考えますと、斑鳩保育所と斑鳩幼

稚園の幼保連携型かなと、一つのイメージと

して考えてました。それから、幼稚園型とい

うのは当然ほかの公立の３幼稚園、石海、龍

田、太田幼稚園がそのまま、ですから現在例

えば２時、３時になるともう降園すると、そ

れが例えば家庭の状況によりまして５時、６

時、６時はどうか知りませんけども、５時、

６時まで幼稚園で預かることができるとか、

そういうふうな感覚で思ってましたし、保育

所型に関しても、保育所型というのはいわゆ

る、保育所というのはどうしても働いている

方、そして夫婦共働きでどうしても見られな

いという状況の方が保育所に行かれるわけで

すけれども、今回はそれを関係なく働いてい

なくても子育てができる、それが保育所型な

んですけども。当然、時間についても別に定

めがないという今までどおりの５時、６時降

園でも構わないということを大体想像してま

した。 

 そういう意味で、例えば今まで公立幼稚園

に通っていたのに、近くの学校法人あるいは

ここでは宗教法人がするような幼稚園、保育

園に移りたいと、そっちのほうへ行きたいと

いった場合に、当然格差、今までの例えば公

立で行っていたときの保育料と私立の場合の

保育料は違う場合があると思うんですけれど

も、その場合の格差是正とか、そういうふう

な点で町としてそういうような指示ができる

のかどうかというのをちょっとお尋ねしたい

んですけども。 

○議長（佐野芳彦） 生活福祉部長。 

○生活福祉部長（丸尾 満） 新制度につき

ましては、今申し上げましたようにどういう

負担軽減体系ができるかというのがまだなん

ですが、今公立から私立へ移られたといった

ケースで格差がある場合にどうかということ
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なんですが、それについては今現行の保育所

でありましたら同一といいますか、同一の所

得によってそれぞれの階層で決められており

ます。したがいまして、公私立、大体同じ保

育料体系で運営をしております。 

 以上でございます。 

○議長（佐野芳彦） 中島貞次議員。 

○中島貞次議員 それともう一点、今回の福

祉文教常任委員会の意見書にもあったんです

けども、利用者と施設との直接契約によっ

て、認定こども園のときからそうですけど

も、今後も恐らくこども園のときもそうかも

しれませんが、利用者と施設との直接契約に

よって入園、入所が決まるというふうな一つ

の制度なんですけれども、これに関して実際

入れない場合が出てくるんではないか、直接

契約ですから。あるいは費用面でどうしても

これは無理だとかいうふうな、あるいは保育

所あるいは幼稚園側からちょっとお断り願う

とかというふうな場合が多々あると思うんで

すけれども、こういう場合、町としてどうい

うふうな対応ができるのかということですけ

れども、それについてお伺いします。 

○議長（佐野芳彦） 生活福祉部長。 

○生活福祉部長（丸尾 満） ご心配のご意

見が出ておるというのも承知しております

が、町のかかわりでございますが、入所、入

園に際しましてのかかわりというのは今現行

と変わらないと思います。 

 契約の方法が、直接契約の方向が示されて

おるということでございますので、仮にそう

いう直接契約となりましても入所、入園に際

しての町の関与というのは当然一番第一歩で

ございますので、今ご心配されているのは、

どこも入れないところが出てくるんではない

かといったようなことのようですが、それに

ついては、やはりご心配には及ばないという

ふうに思っております。 

○議長（佐野芳彦） 中島貞次議員。 

○中島貞次議員 2013年度に本格的にこども

園がスタートするわけですけれども、そうい

うふうに特に昔と違いまして、子供というの

は今は昼間外で遊んでいる子がいない、ちっ

ちゃいお子さんはほとんど保育園か幼稚園に

行っている。だから、別に共働きでなくて家

でお母さんがいらっしゃっても、子供と親と

二人きりの生活で、むしろこれやったらみん

なが行っている幼稚園、保育園に行かせたほ

うがいいという家庭もあって行かせていらっ

しゃる方も多々あるとお聞きしております。 

 そういう意味で、いろんな意味で今後未来

を担うそういう就学前のお子様に対するいろ

んな施策に関して、町として特にそういう利

用料に関しては負担のないようなそういう措

置をお願いしたいと考えておりますので、ま

たよろしくお願いします。 

 続きまして、３点目に、地球温暖化対策に

ついて質問いたします。 

 京都議定書に基づいての地球温暖化対策

は、地球環境を守る上で大事になってきてお

ります。近年ゲリラ豪雨や猛暑日が連日続い

て、最高気温を記録するなど異常気象が続い

ています。 

 その中で、ヒートアイランド対策として、

学校園の芝生化、壁面緑化、屋上緑化、公園

緑地化等を推進するべきだと思いますが、町

の考え方をお尋ねします。 

○議長（佐野芳彦） 教育次長。 

○教育次長（西村隆志） 今ご指摘のよう

に、本当に猛暑が続いている状況でございま

す。９月から子供たちも暑い中で頑張ってい

る状況でございます。そして、またこの９月

からは猛暑が続いている状況の中で学校園の

生活を余儀なくされるし、そういう対応をし

ていかなくてはいけないかなと思います。 

 その中で、学校園の芝生化という形の投げ

かけもございました。この取り組みにつきま

しては、芝生化により気温の上昇を抑えられ

るというのが１点あろうかと思います。その

中で、環境の変化等も生じてくるわけでござ

いますけれども、昨年もこの質問をいただく

中で、現実に相生の矢野小学校に行かせてい

ただきました。その中で、その取り組みの第

一歩は本当に地域の皆さんを含めての取り組
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みが大きな要素が含んでるということを聞き

ました。その中で、今後の維持管理もする部

分もあるんですけども、それも大切なことか

なと思います。 

 そして、きょうの神戸新聞にも若干出とっ

たんですけど、市川町の甘地幼稚園、それが

芝生化で地域、無論大きいのは協力のもとに

進むと、その中で緑の中で園児が遊ぶという

形の取り組みに力を入れていきたいという形

も書いてありました。 

 その中で、本当に子供たちがよりよい環境

で育つというのは大切なことでございますの

で、これにつきましてもいろんな方面からも

検討せないけない部分はあろうかと思います

し、本当に地域の絶大なる協力も必要だと感

じております。 

 その中で、芝生化については以上でござい

ますけれども、学校の側面の緑化とか屋上の

対応ということにつきましても、現施設を動

かす中での対応もございますので、今後施設

の改良という形の中で、一つの学校環境を変

えるという位置づけの中で大きな要素を抱え

ているかなと思っているところでございま

す。 

 以上でございます。 

○議長（佐野芳彦） 経済建設部長。 

○経済建設部長（山本武志） 公園の緑地化

についてでございますけども、現在公園整備

中でございます柳池総合公園につきまして

も、地球に優しい、人に優しいとを整備の基

本におきまして、次年度以降の整備の中にお

いても芝を有しました施設の検討をいたして

おります。 

 また、それ以外の公園につきましても、で

きる限りコンクリート製品の使用を控え、地

球温暖化対策に心がけていきたいというふう

に思っております。 

 以上です。 

○議長（佐野芳彦） 中島貞次議員。 

○中島貞次議員 ありがとうございます。 

 今回は緑地化、緑地、緑に関してご質問い

たしました。 

 緑、植物は当然光合成をするわけですか

ら、ＣＯ２を吸収して酸素を出すという基本

的な光合成の営みがございます。ということ

は、緑が多いということは、当然ＣＯ２削減

にも多少の効果があるというふうに考えてお

ります。 

 太子町の場合は、全面積の内ほぼ半分が田

んぼ、山林、畑、池沼等になっております。

そういう意味で、環境的には恵まれた地域、

町であると考えております。そういう意味

で、それ以外の部分、住宅地、公共施設、建

物等におけるそういう緑化対策というのは当

然必要になってくるかと思います。 

 まず１点目に、教育次長からお話いただき

ました学校園に関する芝生化。 

 結構最近は進んでおりまして、いろんなと

ころで、大阪府でしたか大阪市でしたか、も

積極的に今後取り入れようと。神戸では、ポ

ートアイランドの港島小学校でも実施されま

した。結構親からの評判もよく、子供が喜ん

で学校へ行くようになった、外遊びが多くな

ったというふうな、いろんな効果を聞いてお

ります。 

 再び言うまでもないんですが、芝生化に対

する費用というのは、およそ１平米1,000円

で済むわけです。100平米でおよそ10万円、

鳥取方式の西洋芝で行う場合ですけども。 

 以前にも説明しましたが、鳥取方式の西洋

芝はポット植えですから張りつける必要はな

いということで、また維持管理費用としても

鳥取県の協働連携推進課によりますと、年間

100円から200円、１平米当たり、で済むとい

うふうに聞いております。 

 そういう意味で、別に広大な地域を芝生化

してほしいとかというふうな要望はいたして

おりません。ある小学校では、危険なところ

に芝生をしてみようということで、例えばブ

ランコの周辺に、狭い範囲でありますが、芝

生化をやったというふうなことも聞いており

ます。あるいは、小学校でなしに保育所、幼

稚園等のちょっとした遊び場空間に芝生をし

てみようというようなことも、試みも聞いて
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おります。 

 そういう意味で、なかなか維持管理は当然

ＰＴＡあるいは地元ボランティア、あるいは

老人会等々、地元の方たちの協力によりそう

いうふうに実施されると思われますんで、よ

ろしく考えていただきたいというふうに考え

ております。 

 また、予算にもこれは大きく関係するんで

すが、今現在今年度予算にも安全・安心な学

校づくり交付金というのがあります。今年度

は耐震化でこの交付金が使われております

が、この中におけます屋外教育環境施設の整

備でも国は補助を行っておりますので、また

その辺のことも考え合わせていただいて、一

つのモデル事業として１カ所考えていただき

たいなと、そういうふうに考えておりますの

で、その点についてもう一度ご答弁をお願い

します。 

○議長（佐野芳彦） 教育次長。 

○教育次長（西村隆志） 学校の教育環境を

見直すという一点として、そういう緑化とい

う形も芝生化という形もあろうかと思いま

す。 

 その中で、子供たちがいい環境で学習をで

きるという取り組みについてはやぶさかでは

ございませんし、その中でどういう方法、ど

ういう手段とかということいろいろあろうか

と思いますけども、それも今回伺ってますも

のも一つとして、取り組みにつきましては検

討、または前向きな姿勢では臨みたいなと思

っております。 

 以上です。 

○議長（佐野芳彦） 中島貞次議員。 

○中島貞次議員 ありがとうございます。 

 あと、それ以外の分につきましては、太子

町環境保全基本条例があります。それの町の

施策第５条第３項、緑地の保全、緑化の推

進、その他自然環境に関することについて、

町は第２条の規定により次の各項に掲げる事

項について必要な措置を講じ、その実現に努

めなければならないという第５条の中の第３

項があります。 

 また、第７項には、教育文化的環境の保

全、文化的遺産の保護に関することと、太子

町環境保全基本条例第５条の中の３項と７

項、既にご存じやと思います。今さら私が言

うまでもありませんが。そういう意味で都市

の緑化というのは大変重要なことだと考えて

おります。 

 その中で、今回都市計画マスタープランが

出されましたが、国土交通省が発表しており

ます中に、国土交通省は都市計画マスタープ

ランというよりも、緑の基本計画を市町村を

対象にして策定するようにとか、そういうふ

うな指針が一つ出とんですけれども、具体的

に緑の基本計画というのは余り聞いたことは

ないんですが、やっぱり都市計画マスタープ

ランの中でそれを表現しているというふうに

考えてよろしいんでしょうか。 

○議長（佐野芳彦） 経済建設部長。 

○経済建設部長（山本武志） 緑のマスター

プランというように呼んでるわけですけど

も、これについては都市計画マスタープラン

と別に策定をするということでございまし

て、太子町にも現在過去に策定したものがご

ざいます。 

○議長（佐野芳彦） 中島貞次議員。 

○中島貞次議員 はい、わかりました。 

 その緑のマスタープラン、最終いつごろで

き上がると考えておられますか。 

○議長（佐野芳彦） 経済建設部長。 

○経済建設部長（山本武志） マスタープラ

ン自体は現在も存在して、生きておりまし

て、策定は済んでおります。 

○議長（佐野芳彦） 暫時休憩します。 

（休憩 午後１時34分） 

（再開 午後１時35分） 

○議長（佐野芳彦） 休憩前に引き続き会議

を開きます。 

 中島貞次議員。 

○中島貞次議員 あと、緑対策として壁面緑

化、屋上緑化、公園緑化等を推進していただ

きたいということを言いましたが、例えば壁

面緑化に関して何か具体的な考え方、方策と
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いうのはありますか。 

○議長（佐野芳彦） 経済建設部長。 

○経済建設部長（山本武志） 公共施設の壁

面緑化についてではないんですが、一般的な

建築に関する部分でのお答えということにな

ってしまうんですが、建築に関しましては県

の条例に基づきまして、そういった屋上緑化

であるとか、工場緑地保全というようなこと

が定められておりまして、その一部の中に壁

面緑化についても制度としてあるということ

で、現在の状況では例えば工場内の緑化でど

うしても面積的に足らない部分について屋上

緑化で対応していただいたり、あるいはまた

壁面緑化で対応していただくというような、

そういう形で現在行われているところでござ

います。 

 以上です。 

○議長（佐野芳彦） 中島貞次議員。 

○中島貞次議員 具体的にどうのこうのはな

いんですけれども、例えば壁面緑化一つの方

法にしても、今各家庭あるいは地域で、今で

したら苦瓜でつる性のやつを植えたりとか、

あるいはポット苗を壁に据えつけてすると

か、あるいは天井から、やや高いところから

下へ植物を垂らすとかというふうないろんな

方法があると思いますんで、その辺また。 

 これは東京都の概要版で壁面緑化ガイドラ

インというのがあるわけですが、その中にも

何点かこういう植物は壁面緑化に適していま

すと、巻きつきながらずっと上へ上がってい

く植物とかがありますんで、また研究をお願

いしたいなと考えております。 

 以上、緑化対策につきまして、要は今後地

球温暖化あるいはヒートアイランド対策の一

環として、やはり緑は人間にとって大切な植

物、植物は人間にとって大切なものです。京

都議定書に沿って、最近は自動車がほとんど

エコカーが出現しながら、トラックもハイブ

リッド化が進みながら、だんだんＣＯ２排出

削減に向けて取り組んでおります。 

 そういう意味で、町においても緑地化を推

進することによりましてＣＯ ２ 削減、

22.62平方キロメートルという面積ではあり

ますけれども、ちっちゃな町の行動があらゆ

るところに影響を及ぼす、これは間違いあり

ません。そういう意味で、今後とも緑化対

策、地球温暖化対策について検討をお願いし

たいと思います。 

 最後、４点目ですけども、町の情報発信を

メールでということです。 

 一部通告に誤りがありましたんで、その部

分ちょっと直して通告、質問いたします。 

 今、小・中学校では緊急メールが実施さ

れ、好評だと聞いています。学校別に加入の

状況についてお尋ねします。 

 ２点目、町からの情報発信として「広報た

いし」がありますが、１カ月というスパンで

の情報の発信であります。緊急性のある情報

について知るために、メール配信が有効活用

ではないかと思います。気象、災害、健康、

イベント、最新の出来事等知らせるシステム

を考えてはどうかと思いますが、当局の考え

方をお尋ねします。 

 ３点目、またメルマガ、メールマガジンを

町として作成、発信してはどうかと考えま

す。この点について、お伺いします。 

○議長（佐野芳彦） 教育次長。 

○教育次長（西村隆志） まず、１点目の今

年度取り組みました緊急メールの事業でござ

います。その状況について、お尋ねにつきま

しての報告をさせていただきたいと思いま

す。 

 夏休み前に調査した結果でございます。学

校別に申しますと、龍田小学校におきまして

は57％の加入、斑鳩小学校につきましては

72％、太田小学校につきましては66％、石海

小学校におきましては31％、小学校平均しま

すと56.5％の加入状況でございます。それ

と、中学校におきましては、西中学校では

43％、東中学校では46％、中学校平均します

と44.5％の加入状況でございます。 

 事業を進めましてから、現在この緊急メー

ル発信を使って発信した事例は今のところな

いところでございますけども、小学校におき
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ましては自然学校または行事等の連絡で、行

事連絡等で利用した経緯はございます。 

 先ほど言いましたように、この加入率を上

げるという一つの動きも必要かなというとこ

ろでございます。そういう状況の中で、今後

学校を通じまして保護者の方への十分な説明

も含めながら、加入率を上げてまいりたいと

いうところで考えておるところでございま

す。 

 以上でございます。 

○議長（佐野芳彦） 総務部長。 

○総務部長（村瀬 学） ２点目、緊急情報

のメール配信システムの活用についてのご質

問であります。 

 速やかな情報伝達手段としてのメール配信

は有効と考えております。ひょうご防災ネッ

ト等の配信システムの導入により配信は可能

となりますが、配信の対象が携帯電話を所有

し、登録を行った者に限定されるため、一部

の町民の皆様への周知にとどまります。「広

報たいし」やホームページ等の伝達手段とあ

わせて、引き続き検討していきたいと考えて

おります。 

 続いて、３点目であります。 

 メールマガジンの配信についてのご質問で

あります。メールマガジンの配信におきまし

ては、町民の皆様から素直な意見を聞くこと

ができる点は有効と考えられます。しかしな

がら、メールによる情報の配信と同様に対象

が限定されることや、町からの情報は多岐に

わたり受信者により必要な情報が異なるた

め、配信する情報が必ずしも有効に活用され

るとは言いがたい面があります。今後、町民

の皆様からの意見の聴取方法の手段の一つと

して検討したいと考えますが、引き続き町の

イベント情報、お知らせ等につきましては、

町の広報紙やホームページに随時掲載を行

い、町民の皆様に最新の情報を発信していく

とともに町民の皆様からのご意見等につきま

しては、公共施設やホームページに設置して

いる町民提案箱を活用いただくことで行政と

町民の情報の共有化を図るとともに、今後さ

らにホームページ等の充実を図っていきたい

と考えております。 

 以上です。 

○議長（佐野芳彦） 中島貞次議員。 

○中島貞次議員 ありがとうございます。 

 まず、１点目の小学校、中学校におけます

緊急メールの加入状況でございますが、期間

にしましても数カ月しかたっていない状況で

斑鳩小で７割を超える方の保護者の方が加入

されておられるということで、やっぱり保護

者の方にとっては関心があるのかなと、そう

いうふうに考えております。 

 また、特に小・中学校の保護者といいます

と、当然お若い方、30代、40代の方が想定さ

れますが、そういう意味で現在の便利なメー

ルを使いこなしている保護者の方が多いもの

と考えられ、そういう意味で有効な手段かな

と。今後、季節的に秋に向かうわけですが、

いろんな面で警報が出たりというときには十

分有効に活用されると思いますんで、今後と

も取り組みをよろしくお願いしたいと思いま

す。 

 今の学校の緊急メールの状況から考えて、

当然質問の２番、３番に移るわけですけれど

も、年齢層が限られますが、メールに対する

関心度はある程度高いかなと。ただし、年齢

層が上がれば上がるほどメールに対する必要

度、度合いというか、常にメールをしている

とかという世代が、だんだん高齢化になると

当然なくなっていくというふうな状況になり

ますから、当然例えば町としてメールを発信

しますといったところで利用する方は本当に

少ないと、私自身は想像してます。 

 しかし、若い世代でもやがては年をとって

いくわけですから、30代、40代の人が年をと

って50、60、70になってもやはりメールは使

えるようになるという意味から考えますと、

将来的にわたってメール発信というのはやは

り有効な手段ではないかなと考えます。緊急

な場合のメール発信というのは、やっぱり有

効かなと考えております。 

 例えば、メールマガジンの件ですけども、
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いろんな行政がメールマガジンを発行してま

す。例えば、大きいところで広島市。例え

ば、メールマガジンの中には広島市発行のメ

ールマガジンです、市長エッセイ、広島大好

きエッセイ、市政にかかわるリレートークな

どをメールで配信しますとか、広島市は大き

いですから、現在発行が2,417部というよう

なことを聞いております。 

 また、メールマガジンは行政とかそれに関

する部門、例えば東京都であれば都議会がメ

ールマガジンを発信しています。あるいは要

は太子町であれば町の職員を募集しますと、

こういう要項で募集しますとかというメール

マガジンを発行したりする場所もあります。 

 一つ、メールマガジンの中で、ここは山形

県大江町に、ひと、こころ、自然が輝く旬の

まち大江町メールマガジンというのがありま

す。最上川舟運の川港として栄えた歴史と文

化を持ち、アジサイ香るいで湯の里、山形県

大江町のしゅんの情報やイベント案内、味覚

情報などが満載、大江ならではの隠れた魅力

を全国の皆様にお届けしますというふうなこ

とで、発行は不定期とあります。ここで大体

205部のメールの読者がいるというふうにあ

ります。一つの町で205人の方がこういうメ

ールマガジンを受信しておられるという意味

で、あと見たところ沖縄県の大東村、村では

大東村があったと思います。北か南かちょっ

と忘れましたけど。 

 そういう意味で、こういう町としてあらゆ

る手段を使っていわゆる情報発信していく、

町民の方だけでなく、メールマガジンは全国

の方が見てます。“和のまち太子”のメール

マガジン、兵庫県出身の北海道の方が見られ

るかもしれないという意味で有効かと思いま

すので、今後の活用をお願いしたいと思いま

すので、もう一度よろしくお願いします。 

○議長（佐野芳彦） 総務部長。 

○総務部長（村瀬 学） メール配信、また

はメールマガジンにつきまして、今ご指摘が

ありますように、今後におきまして行政と住

民をつないでいく、情報の共有化を図ってい

くという側面からも必要なというんか、将来

におきましては不可避な一つの大切な手段と

考えておりますので、今後におきまして十分

に検討を進めていきたいというふうに考えて

おります。 

 以上です。 

○議長（佐野芳彦） 中島貞次議員。 

○中島貞次議員 はい、ありがとうございま

す。 

 今後、あらゆる手段を町民の方以外にも全

国発信していく一つの有効な手段だと考えら

れますんで、“和のまち太子”が今回例えば

非核平和宣言のまちといたしました。そうい

う意味でそういうのもすべてホームページ同

様ですけれども、こういうメルマガを使って

の発信というのも有効な手段かと考えられま

すんで、今後ともまたよろしくお願いしま

す。 

 今日、本日は大変ありがとうございまし

た。以上、４点ありがとうございました。 

 以上で一般質問を終わります。 

○議長（佐野芳彦） 以上で中島貞次議員の

一般質問は終わりました。 

 次、桜井公晴議員。 

○桜井公晴議員 通告の順に基づきまして一

般質問を行います。 

 最初に、非核都市平和のまち宣言への対応

等についてでありますが、本町もやっととい

う表現をしておりますけれども、非核都市宣

言を行うに至りました。 

 このことを町内外に知らせる、また宣言を

実効性のあるものにする必要性があると思い

ますが、当局としてはもちろん予算措置が伴

ってまいりますので、それらのことも大切な

ことだと思います。 

 また、同時に全国の自治体とか首長の中に

は、平和市長会議に名を連ねまして、共同し

て核の廃絶に向けて取り組んでいると、こう

いうところもあります。 

 非核都市宣言とあわせまして、市長会議や

自治体協議会へ参加をするということが大切

かと思うんですが、首長の対応について説明
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を求めます。 

 これらの都市宣言に係る経費とかについて

は、せんだっての宣言を議決をする、そうい

う段階で総務委員長が報告したとおりであり

ますので、省略しておきたいと思います。 

○議長（佐野芳彦） 総務部長。 

○総務部長（村瀬 学） 非核都市宣言の実

効性について、また市長会議や自治体協議会

の参加についてのご質問であります。 

 まず、非核平和宣言につきましては、自治

体が平和を希求し、核兵器廃絶や国是であり

ます非核三原則の遵守などを求めるもので、

このたびの議会決議によります世界平和を訴

える都市宣言、平和宣言を町民の皆様に向け

て行われますことは、時宜と考えておりま

す。 

 この平和宣言を町内外に知らせることは、

生命の尊厳を保ち、人間らしく生活できる真

の平和実現に大きく寄与するものと考えてお

ります。 

 また、平和市長会議や日本非核宣言自治体

協議会への参加についてのご質問であります

が、平和市長会議につきましては全国

1,797自治体の中で、その加入状況は712自治

体で、加入率は39.6％にとどまっておりま

す。 

 日本非核宣言自治体協議会につきましては

261団体で、同じく加入率が17.6％でありま

す。それぞれの協議会で研修会の開催や情報

交換等、活発な活動を進められております

が、まずこれらの協議会に加入することで、

町としてどのような効果、影響等があるな

ど、今後におきまして研究していく必要があ

ろうというふうに現時点では考えておりま

す。 

 以上です。 

○議長（佐野芳彦） 桜井公晴議員。 

○桜井公晴議員 これで一応内外には知らせ

ることはそういうことだと思うんですが、先

ほど今年の原水爆禁止の記念式典で実際に広

島市長、それから長崎市長が式辞を述べられ

ているのと、それから菅総理大臣が式辞を述

べたことと、非常に観点がぼけとん違うかと

言われるほど、現に言われてるわけやね、総

理のほうは。だから、同じようなことが言わ

れないように取り組むこと、これが今月の広

島の記念式典、それから９日の長崎の記念式

典後にそれぞれ報道されている例から見まし

ても、もっと行政の長が取り組むべきことが

あるだろうと、こういうことから今年は特に

アメリカ大使も出席をする、あるいは国連事

務総長も出席をすると、こういう中でいろい

ろ取りざたされたことは事実なんですけれど

も、太子町の場合にもこれまでに東京から広

島あるいは長崎に向けての平和行進を受け入

れ、それぞれの歓迎また接待をしていただい

ているということについては、取り組んでい

る皆さんも感謝をされているわけですけど

も、やはり早くに宣言をしたり、あるいは協

議会に参加をしたりしている自治体とはかな

り、太子町の場合はたまたま遅れておったわ

けでありますけども、遅れた分は取り返して

いくぐらいの気概で取り組んでも罰は当たら

んだろうと、こう思うんですね。 

 協議会も少ないですけども、その市長会議

の状況は兵庫県下では町が12中８でしょ、

今。８月１日ですけどね、これ現在。それか

ら、市が29中11で37.9、全体で41中19で

46.3と、こういう状況ですわね。だから、町

としては12中８は既に会議に参加をしておる

と、市長会議ですよ、に参加をして、いろん

な取り組みをされていると。こういうことか

らは、やはり学んだ取り組みが必要ではない

かなと思うんで、その辺はぜひ今答弁があり

ましたように研究をして、やはり取り組むべ

きは取り組んでいくということが私は大事や

と、こう思いますので、その点確認したいと

思いますが、最近になりまして非核三原則の

問題もそうでありますけれども、安保防衛懇

談会の関係から武器輸出の三原則はもうない

がしろにされようと、こういう状況が生まれ

ている中、より一層これらのことが大切にな

っていると、こういうことだと思いますの

で、その点も含めていわゆる取り組みのこと
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について、再度確認をしておきたいと思いま

す。 

○議長（佐野芳彦） 総務部長。 

○総務部長（村瀬 学） 桜井議員ご指摘の

ように、本年度広島・長崎の平和の日につき

ましては、大きな盛り上がりがございまし

た。そういう意味で、本町におけるこのたび

の宣言に向けての取り組みにつきましては、

先ほども申し上げましたけども、非常に時宜

を得ているというふうに考えております。 

 そういうその市長会議、また自治体協議会

等につきましても、先ほども申しましたけど

も、再度その点、今後において確認というん

か研究というんか、そういう方向で一歩進め

ていくという回答をいたしましたので、その

方向でいきたいというふうに考えておりま

す。 

○議長（佐野芳彦） 桜井公晴議員。 

○桜井公晴議員 それはぜひ期待しておきた

いと思います。 

 それから、次に住民の安全・安心のまちづ

くり等につきましてでありますが、これは特

に今年は異常な暑さが続いており、本日もそ

うなんでありますけれども、屋内でも熱中症

で倒れたり、亡くなったりする例が枚挙にい

とまがないほどの報道が目立っております。

高齢者の孤独死あるいは児童等の虐待等も日

常的なつながりがどうかを問われるほど、ど

れも枚挙にいとまがないほどの報道がござい

ます。 

 そういう中で、通告でしております独居老

人あるいは高齢者等の安否確認、災害時等に

おける対応、こういうことが大切になるわけ

ですが、きょう既に前の質問者にも答えがあ

りましたように、75歳以上の人の掌握も一定

はされておって、2,500中で700人とかあるい

はその残りについても確認ができておると、

こういうような状況で、50人ほどについては

直接会えていないけれども、入所なり、入院

なりしているんではないかとか。あるいは児

童の件では、８件15人で今の状況が報告され

ておりますので、それらについてはあと重複

して答弁は要りませんけれども、一応本年当

初予算資料、在宅寝たきり高齢者の247人、

認知症のある人が194人ということで資料も

あるわけですが、問題はひとり暮らし、認知

症高齢者というのは492人ですね。それか

ら、ひとり暮らしが494人、それで高齢世帯

が1,078という住基台帳上はそうなっとると

いうのは本町でしょ。 

 それで、そういう中でそれらが２人おるか

ら安全というような状況でなくなっていると

いうことも含めて、全体としての確認が必要

だし、災害時は特にそうなるわけでありま

す。 

 私も老人クラブの世話もせないけん時期に

なりまして、自治会によっては自治会がふれ

あいサロンを実施したりしておりますし、ま

た私どもの村では老人クラブがそれを請け負

っとると、こういう中でそこに参加をしてい

ただく人については、毎月やっている中で確

認もできる。しかし、そうでない人たちの状

況というのはなかなか、知っとってないかと

言っても、そうやなあと言うてになってしま

うほど、割合消息っていうのは同じ田舎にお

っても難しいと、こういう状況が現実にある

中で、これをいかに解消していくかというの

は大事なことであってなかなか取り組みにく

いこと。それで、おうちにずかずか入れない

状況が現にある。だから、私は質問でも日常

的なつながりがどうであるかが問われておる

というふうに言っております。 

 昔は、夏だと縁に座っておれば、かなりの

人がそこの周りを通ってやというぐらいのこ

とがあり、遠慮気兼ねなしにお互いのおうち

へ出入りができたと、こういうようなことな

んですが、今は塀も高くなりして、用心が悪

いということでうちの村でも相当門が閉まっ

ていたりします。そういう中での取り組みを

どうするかというのが問われとんで、それら

の対応について、災害時にも備えないといけ

ませんし、それも含めた説明を求めたい。 

 また、山林、山ろくの崩壊危険箇所という

のはマップなどで説明をされたりいろいろし
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ているわけで、また都市計画マスタープラン

できれいなカラーでいただきましたんやけど

ね。その中にも、それぞれ触れられているこ

とは触れられているんです。しかし、絵にか

いただけではあかんので、これらが事前、事

前に危険箇所に対応がなければ、災害が起こ

ってからでは遅い、そういう点からきちっと

その辺の取り組みをどうするかという。 

 最近の、これもニュースによりますと、深

層崩壊とかというようなことも、必ずないと

は言えないわけですね。兵庫県の場合は、余

りこれは幸いないんですけども、全体的には

何が起こってもおかしくないというような状

況の中で、危険を予知できるところについて

は事前の対策等が必要だと、こう思うんです

けど、その取り組みについて説明を求めま

す。 

○議長（佐野芳彦） 生活福祉部長。 

○生活福祉部長（丸尾 満） まず、前段の

高齢者の孤独死の関係についてお答えをした

いと思います。 

 本当に高齢者の孤独死につきましては、ご

承知のとおり、今年の１月31日だったと思い

ますが、ＮＨＫ総合テレビのほうで無縁社会

といったタイトルで放映をされ、大きな反響

がございました。以降、そういった高齢者に

係る孤独死、また交流のない社会実体といっ

たことが、本当にクローズアップをされまし

た。私どもも注視をしておるところでござい

ます。 

 今桜井議員さん言われますように、本当に

つながりというのがなくなっておるというこ

とに起因をするわけですが、今日の社会は本

当に健康さえあれば、別に家族あるいは地域

の交流がなくても十分生活ができ、困ること

がない社会になっておりまして、反面、さあ

といったときには今ご指摘のとおりでござい

まして、なかなか援助が直接得らないという

ようなことで、また高齢者の方の不安に感じ

る点でも、それが統計上も出ております。 

 そこで、対応でございますが、なかなか日

常的なつながりを確保するきずなといった点

では難しゅうございます。本当に危険度が高

いといいますか、そういった方々、特に病気

等で病弱で本当に不安を感じておられる方に

つきましては、ご承知のとおり安心見守りコ

ール事業を今実施をいたしておりまして、中

のお伺いコールというやつで安否確認を行っ

ておるところでございます。その際、健康状

態なども確認をさせていただいておるという

ことでございます。 

 また、介護保険のほうでは、例えばデイサ

ービスなんかでお迎えに行くわけですが、そ

ういったときにでもやはり応答がない場合が

ございます。こういった場合については、も

うすぐさまさわやか健康課のほうに連絡が入

りまして、ご本人が申請をされております災

害時等の要援護者登録内容を初めとして、緊

急連絡先に確認をさせていただいて、中に

は、屋内、その建物内で倒れられている可能

性が高いと判断すると、警察と連携をして建

物の中に入ることもございます。このような

ふだんと違った状況だというのは、やはり近

隣あるいは親族のほうからも通知や連絡がご

ざいます。 

 災害時の対応は、先ほど申しました災害時

等要援護者登録内容、これで申請というんで

すか、登録をしていただいております。それ

に基づきまして、必要な支援を初動の段階で

は自主防災組織等の近隣の支援を受けるとい

うことでございます。 

 これにつきましても、いろいろ地域のほう

からやはり個人情報保護法の関係で問題点が

提起をされてる部分がございますが、現在ご

本人の希望に沿った線でそういった登録台帳

を作成をいたしておりますので、それを基本

としております。 

 ただ、それぞれの行動マニュアルについ

て、まだ策定の完成を見ておりません。中に

は医療の必要性のある方がございます。例え

ば、透析をされておる方、また酸素ボンベ等

の必要な方といったことがございますので、

そのあたりの細かな配慮をしたマニュアルの

作成というのを今現在進行中ということでご
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ざいます。 

 以上でございます。 

○議長（佐野芳彦） 経済建設部長。 

○経済建設部長（山本武志） 山林、山ろく

の崩壊、危険箇所あるいは水害危険箇所等に

対する取り組みでございますが、平成18年度

におきまして龍野土木事務所が土砂災害防止

対策の推進に関する法律に基づきまして、基

礎調査を実施いたしております。 

 現在は、このデータをもとに県と合同パト

ロールを毎年６月に定期的に行っておりまし

て、危険箇所等状況あるいは度合い等を把握

しているところでございます。 

 特に危険度が高く、対策が必要であるとい

う危険箇所につきましては、地元説明会を行

いまして、危険箇所指定の手続を行う、その

後急傾斜等の事業を実施というような手順で

行われております。 

 現に今年度も１カ所、これからまた急傾斜

の対応をするところでございますけども、ま

た町民の皆様の土砂災害に対する意識を高め

ていただくためには、ホームページで土砂災

害への備えを掲載して注意をしております

が、時期に応じて広報等においてもそういっ

たものを掲載し、啓発をしていきたいという

ふうに思います。 

 以上です。 

○議長（佐野芳彦） 桜井公晴議員。 

○桜井公晴議員 要は今年度この補正予算で

も出している、今部長の説明したのは補正予

算で出していることも含めて言ってるんだと

思いますけども、やはり起こる前に一緒にな

って考え、一緒に取り組むということがなか

ったら、結局起こってしまってそれが大きな

災害だったらどうするのかということになり

ますので、その辺のところが地域住民と一緒

に共有して対応をすると、これがなかったら

いけないことやと思うんですけど、そういう

点での太子町でどこがどうというのは、既に

危険箇所の斜線で塗ったりいろいろしてある

そういうもので確認はできても、どんなとき

にどういうふうに起こってくるのかというの

はわからないですわな。それで今、深層崩壊

とかいうことまで、雨の降り方とかによって

それが起こってくる可能性、その可能性をも

共有しておらないと、まあ大丈夫だろうとい

うことの中では埋もれる可能性もまた出てく

るわけですから、そういう点を事前にやっぱ

りなくしていく、そういう危険を取り除いて

いくような取り組みがいると思うんですけ

ど、その点で再度説明を求めたいと思いま

す。 

 それから、児童の虐待問題で、きのうの神

戸新聞かな、これ。囲み記事で、虐待児の半

数は保護を希望と。相談所長会議の調査によ

って関西学院大学の才村教授の談が、児童福

祉論の方の談が載っとんですね。読まれまし

たね。そしたら、読まれたらあとは内容を紹

介しませんので、やはり約半数が保護してほ

しいという希望を持っておると、ためらわず

に通告をすべきやと、こういうふうに言われ

てるんです。これはもっともなことだと思う

んですけども、その点内容を承知ならこれに

ついても対応が必要かと思いますので、説明

を求めたい。 

 それから、ひとり暮らし、先ほど独居とか

いろいろ言いましたけれども、１人、２人の

ことも言いましたが、いろいろ今日の話をし

ておりますと、こういう状況の中で別々で寝

とったけども、一緒に寝なあかんなというて

寝よんやという人も現にあるんです。それは

当たり前かもしれません。そうでなかった

ら、片一方が倒れとっても、どうもわからへ

んと。何ぼ二人世帯、老老世帯というのはそ

ういうもんだと思うんですけど、やっぱりそ

ういうことも含めてお互いの教訓を教訓とし

て周りにそれも共有していくことの必要性が

あるんかなということと、ほんまに独居の人

で周りの方がデイサービスをボランティアで

行かれて助かった人も太子町内で現にありま

す。それは、年いったら窓を全部閉めてもて

寝とるって、１人で。そうしたら、もうどな

いも。ほんでも、危ないさかい閉めとくと、

こういうようなことになって、かなり倒れら
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れて近所の方が寄られて助かったという人が

あるんですけども、今クーラーを入れられ

て、もうクーラーもずっとつけとかなあかん

というていう話になっとるようですけども。

そういう助けられた人もおってやけど、一方

において隣の人が言うてくれなんだらわから

なんだという人もあるわけですね。だから、

そういう点を含めて、町内でこれらの独居あ

るいは２人でも心配なところがありますの

で、それらの対策が絶対必要やと思うんです

けど、助かった事例があるわけですから、よ

り一層それらを推進するという姿勢が問われ

とんだと思うんですけど、その点いかがです

か。 

○議長（佐野芳彦） 経済建設部長。 

○経済建設部長（山本武志） 危険箇所等に

係ります事前のといいますか、把握をしてお

くということのお尋ねですが、先ほど申し上

げましたように、危険箇所等につきましては

調査が済んでおりまして、その資料をもとに

いたしまして毎年６月に危険箇所における現

状あるいは危険度度合いを把握するというと

ころでパトロールを実施いたしております。 

 それを資料といいますか、そういったもの

を確認のもとに対策を講じていくということ

になろうかと思います。 

 以上です。 

○議長（佐野芳彦） 生活福祉部長。 

○生活福祉部長（丸尾 満） 児童虐待の件

でございますが、昨日の神戸新聞等に載って

おりました。 

 本当に現状といいますか、特に私が記事で

目にしましたのは、本当に重症の児童ほど全

く意欲を失うといいますか、本当に何とも言

えない状況で、自分の意思をどうということ

も失うというような状況が書いてございま

す。 

 これらの現状を踏まえて、どういう対応か

ということでございますけれども、やはりこ

の親のほうにしましても自分が虐待をしてお

るといったことに自覚がない、無自覚という

方が非常に多い、パーセントにしましても６

割以上あったかというふうに思います。そう

いったところがなお一層こういった問題のす

そ野がどこまであるんかという、午前中も実

際の実態というのがもう暗数、暗い数字であ

るということで、本当に実情というのはつか

みにくい部分でございます。まず通報という

のは、これはもう法律にも趣旨にもございま

す。知り得る立場にあるところは特に注意を

して、日常それに対応するということが法律

にも明記をされておりますので、私どもも早

い連絡といいますか、それに私どもだけでは

なしに、これはもう住民皆さんへの一つの責

務ということでございます。法律にもちゃん

と明記をされておるんですが、なかなか親御

さんにしましてはやはりしつけの段階だとい

うことで、その境目がなかなかはっきりしな

いというのが実態かと思います。 

 それから、高齢者の方の見守りでございま

すけれども、先ほど申しました以外にも当然

おひとり住まいの方、また高齢者ご夫婦だけ

の家庭というのが、これは今後も増えるとい

うことは国が出しております高齢社会白書に

もちゃんと推計をしておりました。今後もま

すます増えるということでございます。 

 現実問題として、私どもの地域においても

やはりそういった方々の見守りについては、

民生委員さんを初め、いろいろ地域の近隣の

方の目配りといいますか、見守りをしていた

だいておるんですが、なかなか100％にいき

ません。雨戸の状態とか、また新聞受けの状

態とかといったことは常々それぞれ確認し合

っておるところですけども、本当にすべて

100％、これを目指しとるわけですが、なか

なか先ほど申しましたようにきずなが切れた

状態の方もございますので、その対応の周知

というのについては非常に難しい面がござい

ます。 

 以上です。 

○議長（佐野芳彦） 総務部長。 

○総務部長（村瀬 学） 災害時の対応につ

いてのご質問をいただいたわけですけれど

も、先日もこの23日から４日間、各地区の自
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治会長さん方との懇談をさせていただきまし

た。その中で、自主防災組織の充実という課

題を設けて懇談いたしまして、種々のご意見

をいただきました。 

 独居老人等の要援護支援の対応等について

も、日ごろから自主防災組織におけるコミュ

ニケーション等を深めていただいて、そうい

う方々の所在確認等、日ごろから努めていた

だくというお願いをさせていただいたところ

であります。 

 町内、平成19年にすべての67自治会におい

て自主防災組織が設けられておるわけですけ

ども、その活動がさまざまで活発なところも

ありますがそうでないところもあるというこ

とですが、消防署の図上訓練等も約40自治会

が既にお受けいただいておりますし、そうい

う面でさらに災害というんか、非常に少ない

地域ではありますけども、自主防災組織の充

実という面を進めていきたいというふうに考

えております。 

 以上です。 

○議長（佐野芳彦） 桜井公晴議員。 

○桜井公晴議員 次に移ります。 

 ３つ目の質問は、高齢者医療制度について

でありますが、通告では政府は後期高齢者医

療制度の対象年齢を75歳から65歳まで引き下

げて、差別医療を拡大しようとしておりま

す。事実でありますが、この制度は民主党が

野党時代に主張したとおり、後期高齢者医療

制度の廃止を求める必要があります。それへ

の取り組みというのは、やはり声を上げない

といけないという意味での取り組みでありま

す、について。 

 それから、新たに検討されております制度

による負担等とサービスの予想と対応、町と

してですよ。 

 それから、厚労省がまとめた2008年度の医

療給付実態調査によりますと、公的な医療保

険制度の中で後期医療が最も高いということ

になります。それは、医療費が１人当たり

85万5,606円と、それから最も低いというと

ころ、これは大企業などの健康保険組合であ

りますけれども、１人当たりが12万280円と

いうことで、７倍の差があるわけであります

けれども、このように医療の格差が生じてき

ております。 

 これらの解消も同時に図られなければなら

ないということでありますし、これに対する

声をやはり地方がはっきり上げないと何も変

わっていかないということでありますので、

対応について説明を求めます。 

 特に老人保健制度、現行の制度では加入者

案分というような形できているわけですか

ら、これらのほうにやっぱり戻すほうが大事

なんであると、このように考えますけども、

対応について説明を求めます。 

○議長（佐野芳彦） 生活福祉部長。 

○生活福祉部長（丸尾 満） まず、１点目

でございますが、現在国においては専門家に

よります高齢者医療制度改革会議が設けられ

まして、平成25年４月から新しい医療保険制

度の構築を目指して後期高齢者医療制度の廃

止を契機といたしまして、長年の課題でござ

いました国保の広域化を実現し、国民皆保険

の最後のとりでであります国保の安定的かつ

持続的な運営を確保するべく検討が進められ

ているところでございます。 

 過日８月20日でございましたか、第９回会

議で中間取りまとめがなされまして、21日の

新聞で報道がございました。その中の大きな

検討課題といたしまして、ご質問にもござい

ます後継の医療制度の対象年齢を75から65ま

で引き下げるといった検討も行っております

が、現時点ではまだ結論が出ていないという

ことでございます。 

 いずれにいたしましても、医療保険制度の

根幹にかかわる制度改正となりますので、今

検討されております国の動向を注視してまい

りたいというふうに思います。 

 それから、新たに検討されている制度によ

ります負担等とサービスの関係でございます

が、対象年齢を75とするか65とするかという

のは、まだ今後判断されることになります

が、その経理につきましては対象年齢分とそ
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れ以外とを区分して別勘定で運営するといっ

た情報が届いてございます。 

 現在、後期高齢者医療は広域連合で運営を

されておりますけれども、この制度廃止の後

は被保険者は市町村国保や他の社会保険、組

合健保等に移行をするということになってお

ります。 

 現在、国の改革会議の中間取りまとめによ

りますと、個々に加入いたします75歳以上の

方の保険料については、同じ都道府県で同じ

所得であれば、原則として同じ保険料という

ことが言われております。医療、そういうサ

ービスのあり方につきましては、平成24年度

の診療報酬、介護報酬の同時改定に向けまし

て、別途議論を進められておりますけれど

も、必要な医療、介護が切れ目なく受けられ

る体制を構築をいたしまして、さまざまな高

齢者のニーズに応じた多様なケアの提供体制

の充実に向けまして、取り組む必要があると

の提言が国の改革会議でなされておるところ

でございます。 

 それから、３点目でございますけれども、

医療費の格差の関係でございますが、今桜井

議員さんおっしゃいますとおりの数字が出て

おります。 

 しかし、これは後期高齢者医療の加入者の

平均年齢が81.8歳、一方健保組合の平均年齢

といいますのが33.8ということで、大きな年

齢の開きがございまして、１人当たりの医療

費に大きな差が出るというのは、これはもう

やむを得ないというふうに思っております。 

 しかし、その差が広がるといったことは、

決して望ましいことではございません。町と

いたしましては、ぜひ健康診査の受診等々を

呼びかけまして、予防の面を重視をいたして

おりますし、また後発薬品、ジェネリック医

薬品の推奨といったことも行っております。

また、従来からもやっておりますが、レセプ

トの点検、医療費通知等々のことで住民の皆

さんに啓発をしておるというところでござい

ます。 

 これらについて、制度改正に当たって地方

も国のほうへという桜井議員さんのご提案で

ございます。やはり、国の制度でございまし

て、なかなか町の判断等というのが差し挟ま

れる部分というのは非常に少のうございま

す。国の検討会議の動きを見守るというとこ

ろで対応したいというふうに思っておりま

す。 

 どうぞよろしくお願い申し上げます。 

○議長（佐野芳彦） 桜井公晴議員。 

○桜井公晴議員 何分かいな。 

（「24分」の声あり） 

 残りがかい。 

 特に、何でこんなこと言うかというのは、

今部長が説明したとおり、中間取りまとめを

したわけですけども、それによってもどうい

う形になるかというのはサラリーマンとその

扶養家族の高齢者は組合健保あるいは協会け

んぽというような被用者保険に入るんだと、

それ以外のということになりますと、大多数

の高齢者というのは国民健康保険に入り、現

役世代とはまた別の勘定で受け皿となるのは

どこかというのは都道府県か今のような協会

かというようないろんなことを言おうとして

おるんですけども、やっぱり地方が今声を上

げるというのは、一応は知事会はかなり意見

を言ってるわけやね、当たり前の話ですわ。

当然それをどうするかということになってく

ると、知事会もそれはじっとしておれない、

そういうのんで当たり前ですし、また市町村

も広域化することによってええようなことば

っかし言うけども全然違って、この制度その

ものが問題点ばっかしはらんどるわけですか

ら、これをやらせること事態がもう今までの

後期高齢者で問題になったうば捨て山の制度

を年齢を下げたりするだけのことだというこ

とになりますことと、要は大きな欠陥ってい

うのは、やっぱり高齢者医療の財政を現役世

代と別勘定にすれば、高齢者が増え、医療費

が当然またかかるんですけれども、増えるに

つれて高齢者の保険料が上がると、いやでも

応でも上がるっていう仕組みに組み込むとい

うことなんですよ。 
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 もともとこういうものについては、今の老

人保健は自治体と保険者間の案分はあります

けれども、国と自治体とによって支えてきた

ものであります。しかし、そこから国の費用

を減らすためにこういうものをしようとして

いるねらいはもう明らかなんですから、それ

らのことについて問題点が出てくるわけで、

特に健康な人も健康に不安を抱える人も、老

いも若きも互いに支え合うっていうのが本来

の保険制度でありますし、健康上の先ほど言

いましたように、リスクが高い、危険が高い

高齢者だけを囲い込んで別勘定にするなどの

目論見をやめさせなんだら何にもならない

と。それが公的保険としての今までやってき

たことに対する制度設計というて、安定して

と言いますけど、それはもう大間違いで、す

べて自己責任に振ってしまうような制度に変

えようとしとんですから、これに対して共通

認識して国に言うことが大事だと思うんで

す。 

 そういう点で、私は非人間的なこういう仕

組みに対して町として意見を言うべきだとい

うことを言ってるんです。現に今言いました

ように、委員として出席している知事、そう

いう中でも批判が出ていることも事実なんで

す。だから、それを後ろから支えていきなが

ら、こういうことにならないようにしないと

いけないと。もともと医療っていうのは最大

の問題っていうのは、国の最終的な財政責任

が、財政負担、そういうものが明確にされな

いまま制度だけを先にしようとしている、そ

ういうところに問題があると思うんで、それ

らのことについてもしっかり意見を言えない

といけないということであります。 

 それで、これ政権公約違反もええとこだと

思うんですけども、これもはっきり言わない

とわからないことなんで、民主党が何でこう

いう、私が言うかといいますと、野党時代に

市町村国保に対して、実は9,000億円入れれ

ば、我が党というのは民主党ですけど、政権

をとった暁にはそうさせていただきますと、

こういうようなことを言って、実際は

2,000億円と言うとりながら40億円、現状

は。そういうことで、うそついたらあきまへ

んわな、どんな場合も。だから、そういう点

がはっきりさせられていかないといけないの

に、もう政権について国の負担を9,000億円

と言うたのに40億円しか出さなかったら、何

かをつくらなんだらあかんと言うて今のこの

制度設計、維持可能なと。そんなこと維持可

能なというてみんなの負担にされたら、当た

り前のこっちゃがね、皆にかかればかかるほ

ど、年いったらそうなるんや、そういうかか

ればかかるほど自分が負担せなあかん、周り

も負担せなあかん、そういうことを褒めるよ

うな立場でおられたらかなわんわけや。それ

で、現に住民の声も届かんのやで。今の広域

連合に住民の声、届きますかな。それから、

揖龍のごみ処理の問題でも、組合で特別地方

公共団体をつくっておる、そこに声が届かん

と同じなんですよ、現実は。だんだん届かん

ようになる。そういうことになったら、もう

住民はあくまで泣き寝入りをせなあかんと、

こうなるわけです。そんなものは、ちゃんと

問題のある中できちっと是正を迫る、まだい

ろいろ言ってるけれどもこれからやらなきゃ

ならんことがあるわけですから、内容的には

そうさせない取り組みが、地方からこれが上

がるということの大事さだと僕は思うんです

ね。そういう取り組みについて、再度はっき

りさせないといけないと思うんです。 

 それで、国保の場合でも、今まで1984年か

らどうなったかということが問題なんです

よ、これも。医療費等の45％が、あとは国庫

ですよ、現状は38.5ですわな。そういうふう

に、国庫負担を減らす、減らす、どんどん減

らせばだれが負担せなあかんかというたら、

運営主体が負担せなあかん。運営主体もしん

どいもんやから、結局住民に負担させる、そ

れで維持可能やと、そんなことではないで

す。皆保険、やっぱり国民皆保険の中での制

度ですから、社会保障制度ですからね、その

点を新法と旧法をとり間違えて平気で相互扶

助やというやつがおるけどそうじゃない。国
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民健康保険法は、はっきりと社会保障制度を

うたってるわけですから、その辺を含めては

っきりとしておかないといけない問題がある

んです。国保が受け皿になるということは、

そういう点では大変なことになるんですよ。

だから、それをはっきりさせるためにも町か

ら意見を述べるべきだと言うとんですよ。知

事も言いよんやから町も言うべきや。どうで

すか。 

○議長（佐野芳彦） 生活福祉部長。 

○生活福祉部長（丸尾 満） 全国知事会の

神田知事でございますが、報告案に真っ向か

ら反対する意見書を提出された。これは、こ

の有識者会議のメンバーでもございましたの

で、そういった都道府県を代表した意見書が

出されたというふうに思っております。 

 厚生労働省につきましても、長妻大臣が市

民との意見交換会等も開催をされておりまし

て、新聞にも載っておりましたが、やはりそ

こでは高齢者の方からも我々も応分の負担は

するといった意見が出されておるといったこ

とも紹介がされておりますし、また、それに

対して大臣の答えも、受診の抑制につながっ

てはいけないということで、それぞれの応分

の負担の増にはやはり及び腰といったことが

言われております。 

 これらの中間報告の状況を見てみますと、

当然今桜井議員さん言われましたように、高

齢者の方への配慮というのが色濃くは出てお

りますが、当然その配慮の結果はやっぱり現

役世代へということになってまいります。健

保組合側の反発というのは、ここでも中間報

告の際にも出されております。 

 どういうことになるかというのはもう全く

見通しがついていないというのが、この中間

報告が出た時点での新聞の論調でございまし

た。私ども町も意見を述べよということでご

ざいますが、いろんな各界、各層、これは大

きな制度改正でございますから、国のほうも

意見を聴取をされておりますし、当然有識者

の会議の中でもいろんな議論がされておると

ころでございまして、我々が申し上げるまで

もなく、いろんな方向というんですか、角度

から検討されておりますので、注視をすると

いうことでございます。 

 以上です。 

○議長（佐野芳彦） 桜井公晴議員。 

○桜井公晴議員 あのね、注視はあかんの

や。もう絶対あかん。そういうことを注視し

とったら、曲げられてつくられるということ

やからね。それだけ言うておきますわ。やっ

ぱり意見は言うべきや。共有する立場であっ

たらそうですわ。だから、知事もかなり聞か

れて、ただ知事会の問題といっても知事その

もの、個々の知事がそれぞれちょっと意見反

応しとるわけやね、新聞なんか見てもそうで

しょう。やっぱりそれはそうですよ、受けた

ところでは問題も出てくるわけですから、差

別を助長するようなことについては、廃止を

求めることのほうが大事なんですよ。それ

は、それ以外にないんです。 

 それから、老人保健制度に、やはり戻す以

外にないと思います。今なくなろうとしてい

る保険制度に戻す以外にないと、私はそう思

いますので、その点もはっきり伝えていただ

きたいと思います。 

 それで、何回も言いますけども、国庫負担

が減らされれば減らされるほど人にかかるか

らね、運営主体にかかる、個々にかかる負担

を増やすということや。国庫が減るというこ

とは、周りに増やすということや。そんなこ

とされたら困るというのを何で言わへんのか

ということですからね、はっきりしてくださ

いよ。後々私はこれは黙っとらへん、ずっと

言うことで、責任も追及したいと思う。こう

いうときにこそ、言うべきやと。今制度がつ

くられようとしているときに、言うべきこと

は言わないといけないということですから、

はっきりさせてください。 

 それから、議会基本条例と自治基本条例に

ついて伺いたいと思います。 

 これは町長に伺うわけでありますけども、

議会は議会基本条例の案をもちまして、当局

との協議を重ねている中、一応町長は書面を
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もってその一部に反対と、これ通告してまし

て、通告の段階と後の段階、ちょっときょう

議員全員には説明はしますが、一部に反対

と、こういう表明をされたことが経過として

あります。 

 あくまで議会基本条例は二元代表制のもと

で、議会がその役割と使命を果たすために定

めようとしているものであります。この条例

案に対する町長の対応姿勢、これは最近有名

な九州の阿久根市長ですね、専決を繰り返し

て。実際に事実やから言うてるんや。あれが

やってることが、もう議会は何でも反対する

さかいに、それはそうじゃないんや、やっぱ

り問題があれば反対して当たり前、それが議

会です。だから、にもかかわらず反対をして

通れへんから専決をすると、こういうような

ことでやってきたことが、今いろいろ問題に

なり、リコール運動が現にあるわけですね。 

 だから、それはそれでいろいろ問題点があ

るわけですから、許せない問題として私もそ

う思とんですけども、本町においては当然こ

れまでにここで何回か自治基本条例の制定問

題でお尋ねをしたわけでありますが、町はど

ういう説明をしてきたかといいますと、住民

の意識がそこまで成長していない、機が熟し

ていないと、こういうような説明でもって自

治基本条例については制定はまだ検討もして

ないと、こういうようなことを実は言ってき

たんですね。そういうことがあります。その

自治基本条例に先駆けて議会基本条例をつく

ろうとする、そのことにかなり町としてはい

ろいろ思われることがあるんかなと思いま

す。議会が先駆けることについては、黙視で

きないと、看過できないということで見てお

られるのか。その辺を含めて、町長の考え、

姿勢を伺いたいと思います。いかがですか。

村瀬くんの答えはええんや。 

（町長首藤正弘「町長が答えるのと一

緒や」の声あり） 

 いやいや、それはもう町長が答えてくださ

い。 

○議長（佐野芳彦） 町長。 

○桜井公晴議員 町長に言ってるんや、僕

は。それで、町長に聞くと言うて聞いている

のはそのためです。 

（町長首藤正弘「座ってくんなはれ、

座ってくんなはれ」の声あり） 

 ほかのことは部長が言うとっても私は何に

も言うてへんわけや。それは町長が一遍どう

ですかというて答えてくださいよと言うとる

わけや。 

○議長（佐野芳彦） 答えてもらいます。座

ってください。 

 町長。 

○町長（首藤正弘） この件につきまして

は、この４月９日に議会のほうより協議依頼

がございました。 

 議会の基本条例の案ということについて、

私もいろいろと検討をし、我々は最終的に７

月26日付で既に私の意見を議会のほうに表明

いたしております。 

 改めて申し上げますと、議会みずからが議

会議員の活動をより活性化し、住民との連

携、協働のもとに豊かなまちづくりの実現に

寄与されようと、こういうことをされようと

している点につきましては私自身も大いに敬

意を表するものでございますが、そうした中

でこの条例の案の中に議会と長、また執行機

関との関係におきまして、現行法の趣旨の解

釈において長との執行権等を制限する部分が

見受けられ、協議の中でもその部分を指摘さ

せていただいておりますが、多くの基本的な

部分で削除ないしは修正する意思がないとの

回答でございましたので、その理由を付して

反対の意見を申し上げたというところでござ

います。 

 言うまでもなく、町と議会との基本的な関

係におきましては、地方自治法等々、普通公

共団体の長は当該普通地方公共団体を統括

し、これを代表する。また普通公共団体の長

は当該普通地方公共団体の事務を管理し、ま

たこれを執行する、このようにされ、統括代

表権、事務の管理、執行権など、多くの権限

が与えられているところでございます。 
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 議会も私ども執行機関も、住民の意見を尊

重して行政、議会を運営することは同じでご

ざいますので、今後とも住民との合意形成に

向けて努力していくことが重要と考えます。 

 太子町の住民福祉向上のため、議決機関で

ある議会と行政執行権を担う長、執行機関が

互いにおのおのの役割を認識し、尊重し合う

ことが必要であると、このように考えますの

で、当意見を検討いただき、また対処をお願

いしたいと、このように考えます。 

 また、自治基本条例でございますが、これ

は私は議会のこの条例とは全く同じく、議会

が先か、この自治基本条例が先かということ

は全く考えておりません。私自身は、自治基

本条例、これにつきましては、やはり自治体

における自治の基本原則を定めようとするも

のでございまして、住民と行政の情報共有や

参画と協働の推進、住民と行政の役割、そう

したものが規定されておるところでございま

して、情報共有や参画と協働、そうしたもの

が今後のまちづくりにおいて重要であるとい

うことは論をまちませんし、本町におきまし

ても広報紙やホームページ、そうしたものの

充実によるわかりやすい行政情報の発信、住

民の代表者とひざを交えて懇談しますまちづ

くりの集い、そうしたものの開催、またパブ

リックコメントの実施や各審議会委員の公

募、そうしたもの、以前より参画と協同の推

進に努めているところでございまして、私と

いたしましては早々に基本条例を制定する議

論をするのではなく、まずは参画と協働の取

り組み、そして参画と協働、情報共有、そう

したものをより実効あるものといたしまし

て、太子町独自の参画と協働のあり方を形づ

くっていく、そうした中で住民の皆さんとも

まちづくりの進め方につきまして、議論また

意識共有を深めていくことが先決であると、

このように考えておりますので、ご理解のほ

どよろしくお願いいたします。 

 以上です。 

○議長（佐野芳彦） 桜井公晴議員。 

○桜井公晴議員 私は、最近これどこの新聞

もあちこち出てるわけですけども、阿久根市

政について地方自治が問われているっていう

ことで論評が出されたりしているわけです

ね。その中では、読みよったら時間かかる

な。全国都道府県議長会とか、それも阿久根

の場合も異常事態と、ただその中で議長に議

会招集権を付与するなどの改正を国に要求し

て、現にしているわけですね。だから、そう

いうようなことを、そういういずれにしても

法整備が検討されないといけない、ただ議会

に対する不満、竹原市政のやっとることにつ

いてもいろいろあってリコールになるけど

も、あそこの議会に対する不満も出てきてい

る。名古屋の市政も一緒です。議会に対する

不満も出てきているから、そういういろんな

ことが起こってくる、容認するような形にな

る。 

 それから、地方自治に新ルールを検討せえ

とかという論評も現にあります。これも、同

じことを言うてなんですけども、地方議会の

役割議論をということで、これ神戸の東播支

社の田中さんが書いてるわけですけども、デ

スク改選という、これもごらんになったか

な。見とらん、きのうの。 

 これでは、やっぱり同じことがいろいろ高

砂市会の例だとか、また阿久根の市会の例だ

とか、いろいろ取り上げながら地方議会の役

割論議をする必要があると、こういう囲みが

あるわけですね。これ、当たり前のことだと

思うんですけど、世論っていうのはそれであ

ちこちの社説等でも出てきたり、有線放送で

されたりすることがあるわけですけど、私は

議会が権能を高めたいと思うのも、これ当た

り前。それから、町長がこれまでの権限が侵

されるのは承服しかねる、これも当たり前だ

と思います、それ自体はね。承服しかねると

いうのは当たり前だと思います。議会が権能

を高めようというのも、今言いました全文読

みませんけども、議会が何をしよってんやと

いうのが問われとうから、そういうふうにな

らないように権能を高めようというのも当た

り前。それぞれ当たり前のことの中で、私た



－93－ 

ちが、本町議会がですよ、モデルとしていた

しましたのは、北海道の福島町が主でありま

す。ここは町長と議会が善政、よい政治の競

争をすると、こういうふうに内外に公言をし

て、今の条例をつくっているわけであります

けれども、私はそういう立場で二元代表制の

それぞれがそれぞれ今できることをやれるよ

うにすべきやと、そういうことで今の本町の

条例案をつくって、一応議員の中での合意を

得ていると、こういう中のことですから、町

とさらなる協議を重ねながら前進を図ってい

きたい。 

 しかし、すべて権限を侵すっていうことじ

ゃないですからね。ただ、透明性を確保する

とかということが、よう聞いといてください

よ、全部見てください。先ほども最初に一般

質問をされた中でも出ておりましたように、

議員の言い分かだれかの言い分かということ

で、透明性を確保しようと思ったらかた苦し

いけれども文書できちっと往復をしておく、

その必要性もあるんです。労力もかかる面が

ありますけれども、何かの取引をする、前か

らあったことですからね、これも。あんたは

そんだけ言うてのことを聞くなら、こっちも

言うこと聞いてよと、こういうことが繰り返

されてきたじゃないですか。そういうことの

中で、文書での質問、答弁、かた苦しい内容

をもってすることも大事やし、それから会期

の問題もそうですから、これからいろいろ論

議はしたいと思いますけども、公にしとけば

何ら契約問題含めて全部がようわかるように

しとけば、何にも言われることはない、そう

いうことですから。議員との間もそうです。

その辺が前からいろいろ支配の仕組みのよう

に使われてきたことについていろいろ問題が

あるから、私は言ってるんです。それは、口

ききという形と裏返しにまた言うこと聞いて

よと、こういうようなことでやられてきたこ

とも事実です。あの人はここの自治会の役に

立っとうへんと、こういうふうに使ってきた

のも町やないですか。裏はありますんですか

らね。それらのことの中でしっかり整理をし

ようと思うたら、透明性と事実確認ができる

ようにしておくということが、町側には少し

事務の負担がかかるかわからんけれども、は

っきりとさせとくほうがええわけです。そう

いう面から中身があるんですけど、それらは

論議しますけど、これから。 

 だけど、福島町の例を参考にしている善政

競争をしようと、そのレールにお互いにつこ

うというのが条例ですから。条例は定めたら

それに縛られるという面もあります、互いに

ね。だから、そこらを含めて再度確認をして

おきたいと思います。 

 あとの時間もありますので、何分残ったか

いな。 

○議長（佐野芳彦） 町長。 

○町長（首藤正弘） 今、いみじくも鹿児島

の阿久根市、また名古屋、いろいろとおっし

ゃいましたんですが、私はそういう町政を執

行しているつもりは全くございません。 

 また反面、いろいろと議会側はおっしゃっ

ておりますが、私どもの意見も取り入れてい

ただかなければいけないと、このように考え

るところでございます。まして法的に問題が

あるような議会広報も発行されているように

私は感じます、はっきり言います、個人名を

出して議会広報が発行されている、そういう

ようなことも私ども申し上げております。や

はり、そういうところは聞き入れていただか

なければいけない問題ではないかと、このよ

うに考えるところでございます。また、そう

した中で我々はやはり地方自治法等々、その

中では普通公共団体の執行機関は当該普通地

方公共団体の条例、予算その他議会の議決に

基づく事務及び法令、規則その他の規程に基

づく当該普通地方公共団体の事務をみずから

の判断と責任において誠実に管理し及び執行

する義務を負うと、このようにされておりま

して、町民に対しても大きな責務を背負って

おるところでございます。やはりみずからの

判断と責任、そうした点、強調されておりま

す点については他の機関からの干渉や人にと

らわれないことを意味しております。 
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 本条例案におきましては通年議会と受け取

れる会期の設定や、議決事件の大幅な追加な

どは長の執行権を制限するものでございまし

て、現時点においては私は取り入れないと、

このように考えております。そうした点、や

はり私はそうした判断のもとに執行させてい

ただいておりますので、ご理解のほど賜りた

いと思います。 

 以上です。 

○議長（佐野芳彦） 桜井公晴議員。 

○桜井公晴議員 また後々これは言いますん

で、広報のことはようわからん。次に庁舎用

地の、庁舎問題についてですね。庁舎の位置

っていうのは通告しておりますように、でき

得る限り町の中心が望ましいと。候補地の条

件等について、これはもちろん価格の面もあ

りますし、また、町民の中には新聞に出て、

お金が太子町ようけあるんやなあという意見

もあります。町長の談話はあくまで候補地や

と、よく協議をするというてそれは載ってま

して、議会にもこないだ説明しよったことだ

と思いますけども、やっぱり太子町の役場の

位置に関する条例というのがありますから、

それら等を含めてきちっとしないといけな

い。 

 また、建物についても、合併の先例が示す

ようなことにならないようにもしないといけ

ない。住民の目が届くようなこと、シンプル

で機能性のある、機能だけが大事な庁舎を必

要とすることについては、新聞報道後も皆さ

んの意見としてはあります。しかし、お金の

問題、場所の問題を含めて意見があります。

それに今、適切に答えていただきたいと思い

ます。 

○議長（佐野芳彦） 町長。 

○町長（首藤正弘） この新庁舎の候補地の

決定等々につきましては、住民の利便性、ま

た、都市計画的な町条例の条件、また、費用

対効果等々、精査、また、考慮しまして、広

く住民の皆さんの意見を聞きながら進めてい

く必要があろうと、このように考えておりま

すが、もうその要件は言わなくてもおのずと

知れているところであろうと思いますが、庁

舎は地域行政の中核をなす施設でございま

す。住民認識においてほぼ中心となる立地、

または今後の都市形成の拠点として等しい立

地、また、他の公共、公益施設との機能集積

効果が期待できる立地、また、地域住民の利

用に際し、アクセス至便な立地、そして地

震、火災、水害等の災害に対する安全性、ま

た周辺状況、将来の拡張性などを考慮できる

立地、そして用地の確保が可能もしくは容易

な立地、用地取得可能なタイミングと業務ス

ケジュール等の整合、そうしたものを評価し

て進めていく必要があろうと、このように考

えております。 

 私自身、いろいろと見てみます中で、今議

員のほうからも町の中心部という点も言われ

ておりますが、今どこにそしたらそうした候

補地を見つけていくか、我々も十分検討した

中で、やはり昨年の12月の一般質問でしたで

すか、議員さんの質問の答弁の中でも、用地

が決まればこの庁舎問題はおのずと進行して

いくという答弁をさせていただいておりま

す。 

 そうした中で、今の候補地というのは、私

はすべての面で適合した用地であると、この

ように考えるところでございまして、あと、

跡の件ですね、そうしたところは今後しっか

りと煮詰めていき、またご報告をさせていた

だきたいと、このように考えます。 

 以上です。 

○議長（佐野芳彦） 桜井公晴議員。 

○桜井公晴議員 後々、これはまた伺うし、

先ほどちょっと言うたように役場位置の問題

がありますからね、条例が、これもね。忘れ

とってへんと思いますけど。 

 そういう問題、住民参加っていうのはそう

いうところに当然出てくるわけですから、ま

たそれと費用。先ほど言いましたように、ど

れだけお金があるんですかという問いが、現

に私の耳にも入ってますということには、き

ちっと答えてもらわなあかんのですけどね。 

○議長（佐野芳彦） 町長。 
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○町長（首藤正弘） 私自身は先ほどもお答

えしましたように、とりあえず用地の候補、

候補も選定もせずに価格交渉に入れるという

ようなこともございません。 

 財政的には、私はめどが立つと、やってい

けるという中での対応でございますので、今

後そうしたところは交渉中で明らかにしてい

きたいと、このように考えるところでござい

ます。 

 以上です。 

○議長（佐野芳彦） 桜井公晴議員。 

○桜井公晴議員 終わります。 

○議長（佐野芳彦） 以上で桜井公晴議員の

一般質問は終わりました。 

 これで一般質問を終わります。 

 以上で本日の日程は全部終了しました。 

 次の本会議は９月６日午前10時から再開し

ます。 

 本日はこれで散会します。 

 ご苦労さんでした。 

（散会 午後３時15分） 

 

 


